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令和６年度生き物から学ぶ生物多様性プロジェクト 

～メダカを育てよう～事業実施報告書 

 

１ 事業の主旨 

本事業は、生物多様性ひめじ戦略に基づき、市内の小学５年生が理科で履修する

「メダカのたんじょう」において、観賞魚である「ヒメダカ」を活用して学ぶ体験

型の取組です。事業者と行政機関が協働して、メダカの親魚と飼育に必要な資材を

参加希望校にクラス単位で配布し、児童にメダカの産卵と仔魚の成長過程を間近に

観察して生命の神秘を肌で体感してもらい、その感動の体験を通して、生物多様性

の啓発を図っていくことを本事業の目的とします。 

２ 事業概要 

（１）希望校にヒメダカ及びエサ、カルキ抜きの配布 

（２）ヒメダカの飼育と卵の観察の方法の講座（先生向け） 

（３）メダカの出前教室の講師派遣（児童向け） 

（４）環境学習ノートの配布（市内全小学５年生児童） 

３ 今年度実施校 

（１）事業参加校：５５校 １３８クラス ３，８３５名 

 【参考】 令和５年度  ５８校 １３１クラス 

令和４年度  ５６校 １２５クラス 

令和３年度  ５８校 １２７クラス 

令和２年度  ５３校 １２５クラス 

      令和元年度  ５２校 １３９クラス 

      平成３０年度 ５５校 １３６クラス 

      平成２９年度 ５８校 １３６クラス 

      平成２８年度 ６２校 １５１クラス 

      平成２７年度 ６５校 １５６クラス 

      平成２６年度 ６５校 １５８クラス 

平成２５年度 ６２校 １５１クラス 

（２）先生向け育成説明会      ９校 

（３）出前教室実施校    当日参加６校（オデマンド利用校は未計数） 

４ 実施協力団体 

   主催 姫路市 



2 

 

環境政策室 

       教育委員会学校指導課 

   共催 

  株式会社キョーリン 

     神畑養魚株式会社 

５ 実施体制 

 【姫路市】 

（環境政策室） 

  ・学校通知 

  ・資材配布、メダカの飼育観察指導 

  ・先生向けメダカの卵の観察方法の講座 

  ・報告書作成 

  ・協働団体間調整 

 （姫路市教育委員会 学校指導課） 

  ・オンライン出前授業の配信 

 【株式会社キョーリン】 

・メダカ提供 

・飼育資材提供 

 【神畑養魚株式会社】 

・出前教室の講師派遣 

６ 提供資材 

（１）飼育用ヒメダカ（１クラスあたり１０尾） 

（２）メダカの飼育に必要な資材（メダカのエサ（親用、稚魚用）、カルキ抜き） 

７ 事業結果まとめ 

本事業は今年度で１２年目を迎え、市内のおよそ８割の小学校が参加し、多くの

児童が教室において小学５年生が授業で履修するメダカのたんじょうについて、実

際に卵を産ませ、自ら育てて、その成長を観察するという体験と、生命の誕生を体

感できる貴重な機会となりました。 

株式会社キョーリン様にはヒメダカと飼育資材のすべてをご提供をいただき、ま

た神畑養魚株式会社様には出前教室の講師をお引き受けいただいており、１２年の

長きにわたり、ご協力をいただいておりますことを感謝申し上げます。 

また、学校現場においても、児童へ細やかな指導をいただき、またメダカの飼育
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管理について多大なご協力をいただいておりますこと心より感謝を申し上げます。 

学校より提出された報告書には、児童たちの生き生きとした姿が記載されていま

す。「休み時間にメダカの観察をしていた児童が、メスのおしりに卵がついている

ことを発見。すぐに卵を親から取り出そうとしたが難しく、何とか時間をかけて卵

を親から放し、別容器に移した。多くの児童は、卵の様子を熱心に観察していた」、

「学習が終わった後も、児童は稚魚の世話を続けており、稚魚が一日一日少しずつ

大きくなっていることに喜びを感じていた。」、「メダカの体長を毎日測る児童がい

た。教科書に１㎝を超えると水槽に入れてもよいと書いてあったので、1㎝を超え

たメダカを入れたところ姿が見えなくなってしまったため、もう少し大きくなって

から大きい水槽に入れるようにした。」、「児童からの希望もあり、水槽の清掃の役

割分担を行った。教科書の水槽の水の入れ替え方法を参考に、取り組んだ。「臭い

な」「手で掃除したくないな」と言っていた児童も水槽が綺麗になると「頑張って

よかった」「また掃除したい」と言いメダカへの愛着が生まれていた。」、「メダカを

家で育てている子が、初めて育てる子に育て方を伝える姿が見られた。普段積極的

に話す子でないが、みんなに「すごい。」「教えて。」と言われて、生き生きと話す

姿が印象的だった。」、「目が確認できるようになったり、心臓の動きが確認できる

ようになったりすると、さらに興味をもって観察を行っていた。」など、熱心に飼

育や観察に取り組む児童の姿が記載されておりますので、ぜひご一読ください。 

学校の先生からは、「子メダカは、たまごの中でどのように育って誕生するのか」

について予想を立て、グループや学級全体で共有して、学習の見通しをもった。児

童は、たまごの中で、「だんだんメダカの形ができていく」「だんだん大きくなる」

「途中で目やひれができる」などの予想を立てていた。」、「5月下旬にたくさんの

卵が藻についているのを発見し，別の容器に移した。しかし，何日経過しても卵が

かえらないことに気付き，「稚魚が卵からかえるまでの日数」「なぜ卵がかえらない

のか」疑問にもち，クロームブックを用いて調べる子がいた。調べた結果「メスが

卵を産んでも受精しなければ，卵は孵化しない」ということを発見し，自学ノート

にまとめていた。」、「解剖顕微鏡と実物投影機を使って教室の大型ディスプレイに

生まれたばかりの卵を映して全員で観察した。」、「各クラスの理科当番にエサやり

や水槽の掃除を分担し、自分たちで責任をもって育てることで小さな変化にも気づ

きやすくした。」、「顕微鏡と大型ディスプレイをつないで観察をしたことで、より

鮮明に見ることができ、児童の感動につなげることができた。」、「児童から、「メダ

カの卵と同じようにカナヘビも同じように誕生するの？」と発展的にとらえる発言

が見られたので、実際にカナヘビの誕生の仕方について調べ、実際に卵の中を見せ

た。」など各学校においてもさまざまな工夫をされた報告を数多くいただき、効果
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的に活用されていたことが伺えます。 

出前授業については、より多くの学校が活用できるようにオンラインによるライ

ブ配信と１学期期間中のオンデマンド配信という２方式により提供しました。ライ

ブ配信では、児童はリアルタイムで講師先生のお話を聞き、また児童側からも質問

することができるので、より能動的な発展が期待できるものです。一方、オンデマ

ンド配信では、授業の進捗に合せて利用ができるために利便性が高く、とても良か

ったとの声をいただいております。 

観察のサポートについては、環境政策室と学校指導課が教育委員会のネットワー

ク上で提供しております「環境学習Ｋｉｄｓステーション」において、メダカの生

態や飼育、産卵のさせ方など詳細に掲載しており、卵の発生の様子についても動画

で提供しており、学校で、ご家庭でタブレットやパソコンを使って簡単に復習が行

えるようにしています。 

しかしながら、事業の性質上、学校にはメダカを適切に飼育するという責務が生

じるためにご苦労された先生が多かったようです。一般的にメダカは簡単に飼育で

きる。簡単に卵を産ますことができると思われている場合もあり、独自の手法によ

り飼育される学校も多く見られました。しかしながら、室内におけるメダカの飼育

は実際にはかなり難易度が高く、魚の飼育経験の少ない方にとってはうまくいかな

かったことが多かったと思います。環境政策室では、専門家による先生向けの飼育

講座の開催や、メダカの飼育に関するわかりやすい解説書を作成し、ホームページ

で公開するなどさまざまなサポート体制を取っておりますので、ぜひ積極的にご活

用いただき、体験学習を成功させていただきたいと思います。 

今後も引き続き、教育委員会、事業者のみなさまと協働関係を継続しながら、将

来の姫路市を担う子ども達が生物多様性を肌で感じ、生き物の命の大切さを学んで

いただきたいと考えます。 

最後になりましたが、本事業においてヒメダカおよびその飼育資材のご提供をい

ただきました株式会社キョーリン様、出前授業において講師の派遣をいただいた神

畑養魚株式会社様には、改めて感謝の意を表したいと思います。 
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 令和６年度 参加校一覧 （～メダカのたまごを観察しよう～） 

学校 

番号 
学校名 

学校

番号 
学校名 

1 砥堀小学校 35 広畑第二小学校 

2 水上小学校 36 大津小学校 

3 増位小学校 37 南大津小学校 

4 広峰小学校 38 大津茂小学校 

5 城北小学校 39 網干小学校 

6 野里小学校 40 網干西小学校 

7 城乾小学校 41 勝原小学校 

8 城西小学校 42 旭陽小学校 

9 安室東小学校 43 余部小学校 

11 高岡小学校 45 山田小学校 

12 高岡西小学校 47 谷内小学校 

14 峰相小学校 50 御国野小学校 

15 白鳥小学校 52 別所小学校 

16 青山小学校 54 大塩小学校 

19 城東小学校 55 林田小学校 

21 船場小学校 57 家島小学校 

22 城陽小学校 60 古知小学校 

23 手柄小学校 61 前之庄小学校 

24 荒川小学校 62 莇野小学校 

26 糸引小学校 63 上菅小学校 

27 白浜小学校 64 菅生小学校 

28 妻鹿小学校 66 中寺小学校 

29 高浜小学校 67 香呂南小学校 

30 飾磨小学校 501 白鷺小中学校（前期課程） 

32 英賀保小学校 502 四郷学院（前期課程） 

33 八幡小学校 503 豊富小中学校（前期課程） 

34 広畑小学校 
 

※各学校のページの右上に学校番号が記載されていますので、ページ番号としてお使いください。 

 

 



メダカを活用した  砥堀小学校の取組   【学校番号 １ 】 

６月３日 

 

５年生児童は、教科書でメダカのオスとメ

スの見分け方を学習し、実際に自分で見分け

る活動をした。 

 メダカの水槽がろうかに設置され、５年生

以外の児童も興味をもって観察をしている。 

６月４日 

 

５年生児童が、水草の根のあちこちにたま

ごを見つけた。理科の時間に、書画カメラで

拡大して写し、観察した。その後、ノートに

まとめる活動を行っていると、その中の一つ

のたまごから赤ちゃんのメダカが飛び出し

てきた。書画カメラで拡大していたので、全

員で誕生の瞬間を見ることができた。 

６月１１日 

 

 

 双眼実体顕微鏡を使って、たまごの成長を

観察していった。透明のたまごが、どんどん

変化し、赤ちゃんメダカの形になっていく様

子を観察した。その中で、心臓が動いている

ことや、血液が流れていることに気づき、命

が引き継がれていくことについて、考えてい

るようだった。 

６月２０日 

 

 顕微鏡で見たたまごから生まれた赤ちゃ

んメダカの成長の様子を、継続して観察して

いった。小さくて生まれたばかりの赤ちゃん

メダカは、えさをあげてもほとんど食べず、

水面に浮いていることから、食べないことに

気づく児童が多かった。 

７月１２日 

 

 継続して観察を続けるうちに、だんだんと

親メダカの体に近づいていくことに気づく

児童が多かった。はじめは、透明な体が、だ

んだんオレンジになっていく様子を報告し

てくれる児童が増えた。 

※ 夏休みにも観察を続けたい児童がいたので、メダカの赤ちゃんの一部を持ち帰り、観

察することを認めた。数名の希望者が休み中も観察を続けている。 



メダカを活用した  水上小学校の取組   【学校番号 ２】 

５月１３日  児童たちは、水槽の前に集まり、メダカの動きをじっと見つめていた。

エサをあげる時間になると、家でメダカを飼っている児童が「エサの量が

多すぎると水が汚れて、メダカが弱るから少しでいいで。」と教え、少量の

エサをつまみ、慎重に水面に散らしていた。 

５月２３日  『メダカのオンライン講義』を受け、児童たちに①水換えを１週間に２

度行う②エサは少量を数回に分けて与える③水草代替用として板スポン

ジを設置することを伝えた。休み時間には、児童たちが水槽を囲んで、メ

ダカの健康状態を確認したり、水を交換したりしていた。 

６月４日  メダカの背びれや尻びれの形を比べながら、「これはメスや！」「あれは

オスや！」と声を上げていた。オスとメスの違いを確認しようと興味津々

に観察していた。 

６月１０日  クラスによってバラつきはあったが、

たくさんの卵を産み始めた。板スポンジ

に産み付けた卵を採取して、卵の観察を

行った。触ってみたり、解剖顕微鏡で見

たりした。卵を触るときに「潰れてしま

ったらどうしよう。」と言っていたが、触

ってみると「意外と硬いんだ。」「プチプ

チしている。」と卵の感触を感じ取ってい

た。また、解剖顕微鏡で見たときには「何

か動いている。」「目らしきものが見え

る。」などと言って、卵の殻の中で動く小

さな命に感動している様子だった。 

６月２０日  児童たちは、静かに水槽の前に集ま

り、メダカの卵が孵化する瞬間を目を輝

かせて見守っている。水槽の中で、小さ

なメダカの赤ちゃんが卵の殻から出て

くると、児童たちは「生まれた！」「メッ

チャ小さい！」「かわいい！」などと歓声

を上げて、メダカの赤ちゃんに釘付けに

なっていた。 

７月１１日  児童たちは、小さなメダカの赤ちゃんの世話をしながら、命の大切さを

実感していた。また、水槽の掃除やエサやりを通じて、児童たちはメダカ

の成長を見守り、生命が受け継がれていくことを実感していた。また、来

年の５年生の学習のためにも学校で大切に育てることにした。 

【観察】 最初に産卵した日６月４日：およその産卵数６０個：およその稚魚の数３０匹 

【先生のコメント】 メダカに愛情をもって世話をしている児童が多く、メダカの卵や子メ



ダカの成長を見守る姿が見られた。メダカの世話を通して、小さな命を守り育てる責任感や

育て、生き物を大切にする心を育むことができていたように思う。 

『メダカの誕生』で学んだことを次単元『人の誕生』でも、生命の神秘やその継承につい

ての理解を深めていき、生命の尊重する心を育んでいきたい。 

 



メダカを活用した  増位小学校の取組   【学校番号 ３】 

５月１４日 ・水槽の前に児童が集まり、じっくりと観察していた。 

・メダカの動きにじっと見入る子も多かった。 

・タブレットでメダカの育て方や種類を調べた。 

５月２１日 ・オスとメスの特徴を学習した。背びれや尾びれの違いに気づくことができ

た。 

・動き回るメダカを観察するのは困難なため、タブレットでメダカを撮影し

た。 

・撮影した写真をアップにするなどして、細かいと

ころまで詳しく観察した。背びれや尾びれを見

て、メスかオスかを見分けようとする児童の姿

が見られた。 

・毎日、日番が交代で世話をし、エサやりを忘れず

に行っている姿から、メダカを大切に育てよう

とする気もちが感じられた。 

６月１３日 ・気温も少しずつあたたかくなり、卵を産むメダカが出てきた。 

・休み時間に児童が水草に卵が付いていることに気づき、すぐに教師に伝えて

くれた。その後も、新しい卵を見つけるたびに教えてくれた。 

・卵は、親メダカが食べてしまわないように、小さな容器に移した。 

 

６月２０日 ・メダカの卵の変化について学習した。 

・メダカの卵をスケッチしていくことで、卵の様子

が変化していき、目や体ができ、メダカの形にな

っていく様子に気づくことができた。 

・少しずつ様子が変化していくメダカの卵を観察

していた。 

７月２日 ・メダカの赤ちゃんが元気に動き回る様子を確認して、観察していた。 

【観察】 最初に産卵した日６月２０日：およその産卵数 ８匹：およその稚魚の数 ５匹 

 

【先生のコメント】  

初めてメダカを教室に持って行った際、多くの児童がメダカに興味を示し、じっくり見ていた。

メダカやメダカの卵を見たことがない児童もいたため、じっくり観察していた。実際に卵を観察

することができたことが、児童にとって強く印象に残ったようだ。ヒトの誕生と比べてふり返りを

していた児童もいた。大切に育てたメダカが死んでしまうこともあったが、新しい命の誕生を目

の当たりにして、命の尊さを感じることができた。 



メダカを活用した広峰小学校の取組   【学校番号 ４】 

5月 24日 配布していただいたメダカを 10 匹ずつに分け、４ク

ラスがそれぞれ飼育を開始した。まず、事前に授業で

メダカの飼い方やオスとメスの特徴の違いをワークシ

ートに記入しながら確認した。日ごろの世話はクラス

ごとに話し合い、主に日番を中心に行うようにした。

家で金魚やグッピーなどを飼っている児童もいれば、

今回が初めての飼育経験となる児童もいたが、ほとん

どの児童が興味をもって水槽を眺めていた。注意深く観察していた児童がオ

スとメスの数が５匹ずつになっていないことに気づき、ほかのクラスと交換

し、オスメス同数で飼育を始めた。 

5月 28日 卵の誕生を心待ちにしながら一生

懸命飼育を続けたが、メダカが死

んでしまうクラスが出た。子ども

たちは、早速お墓を作り、どうし

てこんなことになったのか、メダ

カにとって良い飼育環境はどうな

のかを探るために校舎の外にある池に行って水草等の観

察を行った。飼育途中でのメダカの死はとても残念で悲しいことであった

が、命の尊さを知り、自分たちでより良い方法を考える機会となった。 

6月 10日 待望の産卵が確認できた。早速ペトリ皿に取り、目

視で実際の大きさなどを確認した。その後親メダカ

とは別の飼育水槽に移し、観察を行うことにした。

メスの腹に卵がついている様子だけでなく、水草に

産み付けられた様子も確認することができ、慣れて

くると、水草についたまま移し替えるだけでなく、

卵をつぶさないようにやさしく手で取り移し替える

こともできるようになった。また、赤い小さな虫を

発見し、卵や子メダカのためにつまようじを使って繰り返し取り除いている

姿も見られ、命を大切にする児童の優しい気持ちと根気強さを知ることがで

きた。 

6月 18日 全員が顕微鏡を操作し使い方を学習した。双眼実体顕微

鏡を使って、受精卵の観察を行った。膨らんだ部分がで

きているところや体の形が分かり目立った目や血液の流

れを別の卵でも観察することもできた。実際の様子を目

にした児童は口々に驚きの声を上げていた。子メダカが

生まれるのがもうすぐだと分かった児童がその瞬間を目

にしようとじっとのぞき込む姿が印象的だった。ただ生

まれる瞬間を見ることができた児童はいないが、どんど

ん卵から子メダカが誕生し、大きくなっていく様子を見て、成長を楽しみに

している児童が多かった。今回の経験を活かし、家でも飼おうと考える児童

が多くいた。また、ペトリ皿に移し替えた受精卵が日々変化していく様子を

クロームブックで写真や動画に撮りスライドに編集したり、メダカの成長と

他の魚の成長との共通点や違いを調べたいと考えたりする児童も見受けられ

た。 

 



【観察】 最初に産卵した日６月１０日：およその産卵数１００匹：およその稚魚の数   

５０匹（各クラス平均数） 

【先生のコメント】  

今回のメダカの配布に心から感謝しております。 

年間を通したテーマ「受けつがれる生命」の学習の一つとして取り組みました。実際

に生きたメダカを飼育することを通して、卵を産むための条件を考えたり、受精卵が時

間とともに変化する様子を双眼実態顕微鏡で観察したり、生まれた子メダカが大きくな

っていく様子を観察したりすることができました。まさに、動物の生命が連続していく

過程をリアルにとらえることができました。また、メダカの誕生だけではなく死にも直

面し、何よりも命の尊さを知り、生命を尊重する態度を育てることもできました。 

本当にありがとうございました。 

 



メダカを活用した  城北小学校の取組   【学校番号 ５ 】 

６月４日 教師が卵を発見。 

理科の授業の中で、児童が卵をとって双眼実体顕微鏡で観察した。 

児童は興味津々の様子。まだ、卵の中に泡がある状態であった。 

６月１２

日 

卵からかえった見つけた時、とても驚いていた。ま

た、日を重ねるごとに幼魚の体長が大きくなってい

く様子を見て、今後の成長を楽しみにしている児童

が多かった。せびれやしりびれに違いがあることに

気付く児童もおり、 

特徴の違いを、ワークシートに記録した。 

 

６月２４

日 

メダカが元気に育つように、カルキ抜きをするため

の方法や、エサの配分について調べている様子だっ

た。メダカの環境を大きく変えないように配慮し、

エサの入れすぎや水替えの量を考え、定期的に確認

調整を行っていた。 

夏休みの間のメダカを心配する児童も見られた。 

６月２６

日 

誕生したメダカや親のメダカを元気に育てるための方法をタブレットで調べ、

スライドにまとめた。 

【観察】 最初に産卵した日６月１日：およその産卵数 ５０匹：およその稚魚の数 ３０

匹 

【先生のコメント】  

比較的元気なメダカをいただけて良かった。死んでしまうことや産卵に困ることがほとんど

なかったため実験・観察がスムーズに進んだ。 

メダカやエサ等のセットもいただけたため、児童の育てようという学習意欲が高まった。 

児童にとっても学校にとってもありがたい取り組みだと感じる。 



メダカを活用した  野里小学校の取組   【  ６  】 

5月 13日  

メダカにとても興味を示し、観察し

た。同じ水槽にオスとメスがいることを

確認し、オスとメスの体の特徴を見つけ

て、ノートに記録した。 

6月 28日 休み時間にメダカの観察をしていた児童が、メスのおしりに卵がついてい

ることを発見。すぐに卵を親から取り出そうとしたが難しく、何とか時間を

かけて卵を親から放し、別容器に移した。多くの児童は、卵の様子を熱心に

観察していた 

7月 1日  

 

卵が成長していく様子を解剖顕微

鏡を用いて観察し、ノートに記録

した。 

7月 9日 誕生した子メダカを観察。小さいメダカの腹が膨らんでいることに気づい

た。実際に子メダカを見て、最初はえさを与える必要がない理由を理解する

ことができた。 

【観察】 最初に産卵した日６月２８日：およその産卵数 ２０匹：およその稚魚の数 

４匹 

【先生のコメント】  

 児童は、メダカが学校に来る前からとても楽しみにしていて、メダカがやって来るとすぐ

に、メダカの育てる環境に気を配りながら、えさを与えたりオスとメスの違いに目を向け

たりしていた。えさが少なかったのが原因なのかはっきりした理由は分からないが、なか

なか産卵しなくて気をもんだ分だけ、初めて卵を見つけた児童は大喜びをし、別の容器に

入れた後は変わっていく卵の様子を意欲的に観察できた。卵の数が少なく稚魚もわずかだ

ったが、メダカを活用することで、主体的に学習に取り組み、生命を尊重する態度も育ま

れたと思う。 



メダカを活用した  城乾小学校の取組   【学校番号 ７】 

6月 21日 メダカを教室に連れてきて、このメダ

カが卵を産むためには何が必要なのか

考えた。オスとメスが必要なことに気

付き、そのためには水槽の中のメダカ

の性別を見分けないといけないと考え

た。そこからメダカの体つきの違いを

観察した。そこからさらにメダカの水

槽の環境を整え、卵が産まれるまで

日々観察を続けた。 

6月 25日 

メダカが卵を産んでいることに児童が気付き、顕微鏡で拡大したものを全体に

見せた。その卵から子メダカが産まれてくるまで卵の中はどのように変化して

いくのか、どれくらいの日数で産まれてくるのかなどを予想し、数日おきに顕

微鏡とクロームブックを使って観察していくという計画を立てた。 

7月 5日 誕生したメダカの様子を班ごとに観察するとお腹がポッコリしていることに

気付き、それが何のためにあるのか考えた。 

【観察】 最初に産卵した日 6月 13日：およその産卵数 70匹：およその稚魚の数 50匹 

【先生のコメント】  

メダカを実際に教室に連れて行き、目の前に命が感じられる環境で学習ができたのはとて

も良かったです。メダカの様子を見ながら、どうしたら卵を産んでくれるのかを考えるとこ

ろから学習を始められたので、子どもたちがこんな環境が大切だろうとアイデアを出したり、

調べたりして意欲的に進めることができました。 

卵もたくさん産んでくれたので、子どもたちが余裕をもって観察することができました。

日に日に変化していく卵の様子を見て、子どもたちはここからどうなっていくのか、どれく

らいの日数で産まれてくるのか、卵の中はどのように変わっていくのか等様々な予想をして

確かめていくことができました。産まれてきた子メダカもしっかり観察ができたので、大変

ありがたかったです。 

 



メダカを活用した  城西小学校の取組   【学校番号 ８】 

5月 13日 ・メダカが教室にやってきた。 

・じっくり観察して、体の形が異なることを発見。 

・ひれの形に注目して、オスとメスの見分け方を調べ、ノートに記録した。 

・オスとメスがいることから、卵が産まれることを期待。 

5月 22日 ・水草についている卵を発見。 

・そのままでは親メダカに食べられてしまうことから水草ごと卵を隔離。

 

・日ごとに変化する卵に興味を持ち、観察・記録を続けた。 

・メダカの成長や体のつくり、卵の成長、育て方などを「メダカブック」とし

て作った。 

6月 7日 ・泳ぎ回る稚魚を発見。 

・水草にはまだたくさんの卵がついていたので、見つけるたび隔離。 

 

・その後も、「次はこれが生まれるかも」と予測が飛び交う。 

・生まれたての稚魚は、おなかの袋から栄養をもらっていて、少し成長した稚

魚しか餌を食べないと分かり、餌の量を調整した。 

・成長したメダカもさらに変化が無いか、関心を持ち水槽を観察した。 

6月下旬 ・順調に子メダカの数が増え、メダカの成長に興味や関心を示す児童が増えて

いった。 

【観察】 最初に産卵した日５月２２日：およその産卵数 ２０～３０ 匹：およその稚魚

の数   １０～１５匹（産卵から２週間ほど） 

【先生のコメント】  

 卵を探して隔離したり、孵化する様子に興味を示して観察する過程を通して、目の前に小

さな命が育まれていることを、確かに感じている様子だった。 

 引き続き、生き物を大切にしようとする気持ちを高めていけるよう、指導していきたい。 



メダカを活用した  安室東小学校の取組   【学校番号 ９ 】 

4月中旬 昨年度いただいたメダカがいる学級（５年４学級中３学級）は、４月当初か

らえさやり等を行っていた。その後卵を産み始め、家庭でメダカを飼っている

等、経験のある児童を中心に、役割を決める等して、世話を始める。 

5月 15日 メダカがいなかった学級が、今年度いただいたメダカを、研修で学んだ「産

卵に重点をおいた環境」で飼い始める。児童は、水草も砂や小石もないところ

で飼うことに驚いていたが、毎日、世話を続けた。 

5 月 27 日

の週 

理科の「メダカのたんじょう」の学習を始める。朝、採取した受精卵を使っ

て観察を始める。授業では、研修で学んだ卵の取り扱い方を伝え、児童が中心

となって世話を始め、受精卵をタッパに入れていく。毎日、複数個の受精卵が

採取できたので、理科の授業では、受精日が違う卵を観察させることができた。 

さらに、採取した受精卵を、児童一人一人が除菌シートの上で転がす（さわ

る）経験をすることができた。 

6月  3日 今年度いただいたメダカが卵を産み始めた。それによって、日々行っていた

世話や受精卵の取り扱いをより多くの児童がかかわるようになった。 

6月 12日 環境政策室 津田係長さんによるメダカの出前授業 

児童が１回は行ったことがある姫路市水族館に勤務されていた経験を交え

てお話だったので、非常に興味をもって聞くことができた。後半は、解剖顕微

鏡に加えて双眼実体顕微鏡も使って受精卵の観察ができた。 

6月 20日 理科「メダカのたんじょう」の学習がだいたい終わるのに合わせて、「マイメ

ダカ」の取り組みを始め、理科の時間以外にも顕微鏡を自由に使って観察した

り、家に持ち帰って育てたりした。「マイメダカ」の取り組みには、約６０名

ほどの児童が希望し、受精卵から子メダカに成長する様子を自分から進んで観

察し、子メダカの誕生により興味をもつことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

「マイメダカ」の取り組みの感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観察】  

最初に産卵した日（今年度いただいた分）６月３日：およその産卵数３００個：およその

稚魚の数２００匹 

 

【先生のコメント】  

１０年以上前のことですが、今まで何回か５年生を担任して学級でメダカを飼いましたが、

なかなか卵を産んだことがなく、観察がなかなかできなかったという思い出があります。 

今回、産卵がすぐできる親メダカを選んでいただくことができて、「メダカのたんじょう」

の学習を充実させることができました。また今回、研修で教わったやり方を実践したり、津

田係長さんに出前授業の打ち合わせのときや電話で尋ねたりして、メダカの飼育や産卵のた

めの環境についてご指導をいただくことで、多くの受精卵を採取できました。それによって

受精日がちがう受精卵を班ごとに観察させることができ、受精卵から子メダカになっていく

過程や様子を、児童一人一人が実際に観察することができる等、児童に貴重な体験をさせる

ことができました。ありがとうございました。 

専門家の方に指導を受け、教師自身が学ぶことの大切さも改めて感じました。 



メダカを活用した  高岡小学校の取組   【学校番号 １１ 】 

5月 13日 授業で観察をした。メダカをいただく前にオスメスの

見分け方の学習はしていたので、見ながら「これオス

や！」「メスおった！」などと喜びながら観察していた。 

 

5月 15日 早くもおなかにたまごをつけているメダカがおり、１

つ水草につけていたが、これは育たず白くなってしま

った。 

5月 17日 受精卵を発見。子どもたちも実際に顕微鏡を使って観察し

た。 

それ以降も、授業のたび

に成長の様子を顕微鏡

で観察した。 

 

5月 27日 無事メダカが誕生した。 

子どもたちは肉眼で観察し、生まれたことに感

動していた。 

 

 

その後も順番に生まれる受精卵を観察した。メ

ダカの学習が終わっても興味深く観察を続ける

児童が多くいる。 

【観察】 最初に産卵した日 ５月１５日：およその産卵数 １５匹：およその稚魚の数   

１０匹 

【先生のコメント】  

昨年度、まったく生まれなかったが今年はたくさん生まれてくれた。観察もうまくいったた

め、子供たちも興味深く観察することができた。 



メダカを活用した  高岡西小学校の取組   【学校番号 １２  】 

５月１０日 5年生の廊下に水槽を設置し、全員が観察で

きるようにした。 

餌やりのお世話は 1組の日番が午前に１度、

２組の日番が午後に一度するようにし、えさ

をやるとチェック表に名前を記入するよう

にした。 

６月１７日 児童がメダカのはらに卵があるのを発見する。ペトリ皿に移し、観察しやす

ようにした。 

６月２４日 授業で双眼実体顕微鏡の使い方を学び、実際に卵の観察

をした。まだ何もできていない卵から、もう心臓や目が

でき、血液が流れる様子をかんさつできる卵もあった。

その後、廊下にも１台双眼実体顕微鏡をおき、いつでも

観察できるようにすると休み時間には様々な児童が卵の

観察を行っていた。 

６月２５日 メダカの稚魚が誕生した。児童は興味津々で観察していた。ビーカーに移し

て育てる。４日後より餌やりを始めた。 

【観察】 最初に産卵した日 ６月１８日 

およその産卵数    １５匹 

およその稚魚の数   １０匹 

 

【先生のコメント】  

  ほとんどのメダカが死ぬこともなく元気に成長した。なかなか卵を産まなかったが、梅

雨に入り、いっきにうむようになった。ちょうどメダカを学習していることもあって児童

も実際の卵の成長を見ることができ、感動していた。卵もほとんどが生まれ、元気に成長

しているので、このまま大切に育て、来年度につなげたい。 



メダカを活用した 峰相小学校の取組   【学校番号 １４】 

５月 13日 提供されたメダカを水槽に放ち、学校園の池から採取した水

草も入れた。 

予め雄と雌のちがいを背びれと尻びれで識別できることを学

習している児童もいて、児童の意欲喚起に役立った。 

 

５月 30日 一人の児童が卵を発見する。 

その児童のはその後も熱心に観察し、教師はなかなか見つけ

られないメダカの卵をいち早く見つけ出して、親メダカに食

べられないように別の水槽に移していた。そうした児童の影

響もあって、他の児童も熱心に学習に取り組んでいった。 

６月３日 別の水槽に移した卵の一つにメダカの目らしき黒いもの

を発見した。児童たちは、双眼実体顕微鏡を使ってその様

子を観察することで生命の神秘さに触れることができた。 

前述の卵を最初に発見した児童は、さらに学習意欲が高ま

り、クロムブックの早送り機能を使って、メダカの生まれ

る瞬間を録画することに成功した。 

その動画をクラスルームにアップしてみんなで鑑賞した。 

６月５日 受精卵から次々に稚魚が誕生している

様子に児童たちはさらに興味津々とな

っていった。 

また、卵からかえったばかりの稚魚は

お腹の養分でしばらく成長できること

も知った。 

6月後半 学習が終わった後も、児童は稚魚の世話を続けており、

稚魚が一日一日少しずつ大きくなっていることに喜び

を感じていた。毎日、世話をしたこともあり親メダカは

ほとんど死なず、生まれたメダカも順調に育っている。 

【観察】 最初に産卵した日 ５月 30 日：およその産卵数 １００個：およその稚魚の数   

70匹 

【先生のコメント】  

メダカが学校に来るまではそれほど興味がなかった児童も、実際に自分の目で卵から誕生し

ている様子を見ることができたことで、興味関心が高まり、メダカへの愛着とともに生命の

大切さにまで学ぶことができたように思う。 



メダカを活用した  白鳥小学校の取組   【学校番号１５】 

白鳥小学校５年１組 

６月７日 一人の児童が卵を発見する。 

産卵床を入れていなかったので、慌てて用意して入れる。 

メダカに付いていた、卵はピペットで取り、ビーカーに移動させた。 

６月１１日 最初に見つけてから、次々と卵を産みだす。 

産卵床を複数入れて、たくさんついたものから別の水槽に移す。 

同時に、ペトリ皿に卵をいくつか入れ、解剖顕微鏡を教室前に設置。 

一日に一度は必ず卵を見るようにした。 

６月１３日 メダカの体の様子をメダカの紙工作を組み立てることを通して学習した。 

できた模型と実物のメダカを比べ、しりびれやせびれの様子をよく観察し

ていた。 

６月１８日 土日の間に、ペトリ皿で観察を続けていた、メダカがかえってしまってい

た。瞬間に立ち会えなくて残念そうだったが、生まれた赤ちゃんメダカを興

味深く観察していた。 

６月２０日 顕微鏡で卵の観察をした。血管が透けて見え、血液が流れる様子や心臓が動

いている様子も観察できて、子供たちは大変驚いていた。 

【先生のコメント】  

ちょうどメダカの単元に入るころにたくさんの卵を産んでくれたことがありがたかった

です。主に担任が世話をしていたのですが、興味を持った子が自主的に手伝ってくれたり、

成長の様子を教えてくれたりしました。また、自主学習でメダカのことを調べている児童も

たくさんいました。 



メダカを活用した  青山小学校の取組   【学校番号１６】 

5月 17日 児童が卵を発見する。 

下校時であったため、観察用に別のケースに 卵をとりだしておく。 

メダカのめすとおすの見分け方を学習したので、おすの個体数が少ないことに

気付き、心配している児童もいる。 

5月 20日 解剖顕微鏡や顕微鏡を使って卵の観察を

した。初めて顕微鏡を使ったのでピントを

合わせることに苦労したが、はっきり見え

た時は卵の中の様子に驚く姿が見られた。

また、個体によって様子が違うことに気付

くことができた。児童は今後赤ちゃんが生

まれることを楽しみにしている。 

5月 31日 

 

 
20 日に観察した卵は子めだかになっており、まだ透明な姿の子メダカの観察

とえさの与え方など飼い方を勉強した。また新しい卵の観察をし、その卵は今

受精後何日目くらいの卵なのか、あと何日ほどで子めだかになるかなどを話し

合った。 

【観察】 最初に産卵した日 5月 17日：およその産卵数 100匹：およその稚魚の数 100匹 

【先生のコメント】 

 メダカのおなかに卵がついている姿を発見し、その姿に感動する児童がいた。またその卵

が水草につき、卵の中の様子の変化を顕微鏡を使って観察することができたことで、メダカ

の成長を肌で感じることができた。小さな子メダカの命の誕生を目の当たりにして、その小

さな姿に感動し、喜びを感じることもできた。その一方で死んでしまったメダカもいて、な

くなる命の悲しさや自然に生きるメダカの大変さを実感することで、命が続いていくという

ことはどういうことかを考えることができる貴重な機会になった。 

メダカのたんじょうの学習内容が、二学期の単元「ヒトのたんじょう」へとつながってい

くことで、生き物の誕生についてさらに意欲的に学習に取り組んでいけるのではないかと思

います。 

今年もお世話になりました。ありがとうございました。 



メダカを活用した  城東小学校の取組   【学校番号１９】 

５月２８日 ５年生教室前に水槽を設置し、今後の学習の流れを確認する。 

すぐに興味を示す児童も多く、これから観察したいと意欲的な姿も見ら

れた。 

その後、解剖顕微鏡と実物投影機を使って教室の大型ディスプレイに生

まれたばかりの卵を映して全員で観察する。児童は興味津々の様子。 

５月３１日～ メダカの卵を確認した。 

授業で顕微鏡と大型ディスプレイを接続し、観察を行った。 

その後も観察を続け、メダカの卵の変化や、心臓が動いている様子、血

が流れている様子など新しい発見をして、とても興奮し、盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月７日 卵からかえったメダカの稚魚を観察し、腹が膨れていることや、透明な

ことなど、発見したことをまとめた。 

卵同様、顕微鏡と大型ディスプレイを接続し、観察することで、新しい

発見がたくさん見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１０日 その後も続々と卵から産まれ、熱心に観察する姿が見られた。 

メダカの様子が成長の過程により変化していることにも気づくことがで

きていた。 

【観察】 最初に産卵した日５月３１日：およその産卵数３匹：およその稚魚の数３匹 

【先生のコメント】  

身近なメダカではあるが、今回の学習をするまで具体的な体の様子や、変化を知っている児

童は少なかった。顕微鏡と大型ディスプレイをつないで観察をしたことで、より鮮明に見る

ことができ、児童の感動につなげることができた。 



メダカを活用した  船場小学校の取組   【学校番号 １６ 】 

５月上旬 配布されためだかを嬉しそうに眺めていた。めだかの学習はまだ始まっていな

いが、家庭でめだかを飼っている児童を中心に、水替えやエサやり等の世話を

行っていた。 

6月 4日 卵を発見し、取り出して顕微鏡で観察した。卵によっ

ては、目玉がはっきりと認識できたり、血液の流れが

見えたりするものもあり、児童は興味深く観察してい

た。卵の成長過程をすべて観察することはできなかっ

たため、資料を使って確認し、ノートにまとめた。 

6月 23日 卵から稚魚がかえる瞬間を見ることができ

た。体は半透明で、はらにある養分が入った

ふくろも確認でき、児童は大喜びしていた。 

6月 

～7月 

定期的に水槽の掃除を行い、清潔を保と

うとする姿が見られた。卵を見つけると

別の水槽に移動させ、親メダカに食べら

れないよう安全に育てることができる

よう配慮していた。また、自主学習ノー

トにメダカについて詳しく調べ、まとめ

る児童もいた。 

メダカの学習が終わり、稚魚が育ちメダ

カの数が増え水槽が増えていっても、忘

れずエサやりを行ったり観察したりと、

メダカのことを考えて世話を続けるこ

とができていた。 

【観察】最初に産卵した日:５月２９日 

およその産卵数匹：７０匹   およその稚魚の数:３０匹 

【先生のコメント】  

 メダカを飼うことは、責任ある行動を育成するという点からも、児童にとって良い機会で

あると考えます。子どもたちは、水槽の掃除、水替え、エサやり等の責任ある行動を、大人

が声をかけなくても自主的に行うことができていました。 

 理科が苦手という児童も、この単元は意欲的に取り組む姿が多く見られたことから、実際

に生きているメダカを通して学習することの素晴らしさを改めて感じることができました。 

 

 

■■２１



メダカを活用した  城陽小学校の取組   【学校番号 ２２  】 

5月 12日 学年の廊下にメダカの水槽を設置した。多

くの児童が、興味をもって様子を観察して

いた。 

オスとメスの見分け方を学習し、実際に観

察することで、それぞれの特徴を整理する

ことができた。 

5月 28日 卵からかえった幼虫を見つけた時、とても

驚いていた。また、日を重ねるごとに幼虫

の体長が大きくなっていく様子を見て、今

後の成長を楽しみにしている児童が多かっ

た。 

5月 29日 メダカが産んだ卵を親メダカとは別の場所

に移し替え、観察を続けた。ある程度成長し

た卵を選び、顕微鏡テレビ装置を使って様子

を見た。心臓の動きや血液の流れ、卵の中で

動く様子を見て、「わー、動いた！」と驚く児

童がたくさんいた。 

6月 21日 誕生した稚魚を観察する児童。毎日エサ

やりをし、成長する姿を観察していた。 

「体が大きくなってきた」や「心臓の位

置がはっきりしてきた」と言う児童もお

り、日々の変化を楽しみに見ていた。 

【観察】 最初に産卵した日 ５月２０日：およその産卵数 １０匹：およその稚魚の数   

３匹 

【先生のコメント】  

 生き物が好きな児童が多く、日々の成長や様子の変化に興味をもって観察している児童が

多く見られた。また、成長の過程を予想する中で、「卵が大きくなっていく」や「外の水を

吸収して育っていく」などの考え方をしていた児童がいたが、実際に顕微鏡で見たり、観察

したりすることを通して、「卵の大きさは変わらない」や「卵の中の養分で育つ」ことに気

付くことができた。教師自身も改めて、実際に見ることの大切さに気付けた取り組みだった。 



メダカを活用した  手柄小学校の取組   【学校番号 ２３】 

5月 10日 

 

「子メダカは、たまごの中でどのように育って誕生

するのか」について予想を立て、グループや学級全体

で共有して、学習の見通しをもった。児童は、たまご

の中で、「だんだんメダカの形ができていく」「だんだ

ん大きくなる」「とちゅうで目やひれができる」などの

予想を立てていた。 

5月 13日 水槽を設置してすぐに、児童は興味をもって水槽をの

ぞき込んでいた。「卵はいつできるのだろう」「卵はどこ

にできるのだろう」など、水槽の中を食い入るように見

ていた。 

事前に学習したおす・めすの見分け方を使って、おす

やめすを探している児童もいた。  

5月 31日 一人の児童が卵を発見する。たまごは、水草ごと別の

容器に移し、容器のふたに卵を見つけた日付を入れた。

そして、メダカのたまご観察コーナーを設置し、いつで

も観察できるようにした。 

「メダカの形はまだ見えないな」「どうやって大きくな

るのだろう」と、これからのたまごの変化に興味関心をもっていた。 

5 月 31 日

～6 月中

旬 

休み時間や授業時にたまごを観

察して、たまごの中のようすをワー

クシートに記録した。「卵の周りに

毛が生えている」「目ができた」「メ

ダカの形になってきた」「血液のよ

うなものが見える」など、たくさん

の変化に気づいていた。 

6月中旬 誕生したメダカもプラカップに入れて観察した。メダカの赤ちゃんのはらがふ

くらんでいることに気付いた児童の言葉をきっかけに、誕生後に養分を得る方

法について考えることができた。 

【観察】 最初に産卵した日 5月 31日：およその産卵数３５匹：およその稚魚の数２５匹 

 

【先生のコメント】  

 メダカという存在は全児童が知っているが、食べるものや住みやすい環境、たまごの中の

ようすなど、詳しく知らないという児童も多かった。そのため、実際に身近に見ることがで

きたことで、興味を持って観察してより知ろうとしたり、親しみをもったりする様子が見ら

れた。 

メダカの飼育を通して、生物の観察を楽しみ、大切に世話しようとする態度が育ったよう

に感じる。 

 



メダカを活用した  荒川小学校の取組   【学校番号２４】 

５月１０日 

 

メダカ受け取り。 

観察しやすいよう、廊下に水槽を設置した。 

５月１３日～ 休み時間のたび、児童が集まり、じっくり観察していた。 

メス・オスの見分け方を学習後、どれがメスかなど話しながら観察す

る姿が見られた。 

６月１７日 卵を児童が発見する。 

 自然学校の関係で、顕微鏡での観察をする時間がとれなかったた

め、実物投影機で拡大し、たまごの中の様子を観察した。 

 その後、続々と卵を産み、たくさんのメダカが誕生した。 

  

夏休み 誕生したメダカは大きくなり、育っている。 

 
２学期大きくなった子メダカやさらに産卵して増えたメダカをみた

子どもたちの反応も楽しみである。 

 



メダカを活用した  糸引小学校の取組   【学校番号 ２６ 】 

５月 22日 メダカの水槽を設置し、児童がエサをあげるなどし

て、観察を開始した。 

 メダカの体のつくりや、メスとオスの違いに気づ

き、特徴の違いをワークシートにまとめた。 

交換授業のため、授業があったりなかったりするため

メダカの様子は写真に記録することにした。 

児童も興味津々で、どうしたら卵が産まれるのか考え、水草を入れるなどのア

イデアを取り入れた。 

５月 29日 メスのメダカに卵がついていることを確認した児

童から報告を受け、別の水槽に移して観察を始め

た。卵を発見した時、各クラスで盛り上がり、興奮

した様子で、今後の変化を楽しみにしている児童

が多かった。 

６月５日 授業の際、卵からどのように成長するのか仮説を

立て、卵と子メダカ・メダカをそれぞれ観察できる

ように、違う水槽を用意してみんなが見られるよ

う工夫した。 

６月 12日 解剖顕微鏡と実物投影機

を使って教室の大型ディ

スプレイに生まれたばか

りの卵を映して全員で観

察した。また解剖顕微鏡で

も各班で直接観察をし、子

メダカも動きがあって見にくかったが、タイミングよく確認できる時もあっ

た。児童は積極的に観察に取り組み、さらに調べようとする意欲が増したよう

に感じた。成長の仕方が予想と違ったり、小メダカの腹の養分について知りた

いと自ら調べたりする児童もおり、ワークシートに気づきや疑問などを記述し

て授業が終わってからもメダカを育てていこうとする態度を感じられた。 

【観察】 最初に産卵した日５月１７日： およその産卵数７匹：およその稚魚の数５匹 

【先生のコメント】  

 メダカの管理の仕方を各クラス、５クラスでの交換授業ということもあり、授業のタイミ

ングとメダカの卵の確認や観察が合わないことで、授業の調整をする必要があった。児童は

積極的にメダカの観察に取り組み、休み時間には水槽を確認して、変化に気が付くとすぐに

報告をしてくれた。観察の楽しさや変化の面白さなどにも気づくことができる単元だった。 



メダカを活用した  白浜小学校の取組   【学校番号 ２７】 

５月 11日 子どもたちが水槽に入っているメダカを見つけ、いとおしそうに見つめてい

る。 

６月３日 水草に卵がくっついていることを発見した 

児童が「先生～、卵うまれとるでぇ」と声 

を上げると、教室にいた児童が一斉に廊下 

の水槽の前に集まった。みな、歓喜の声を 

あげながらほかにも生まれていないか探し 

ていた。 

６月３日 水草から卵がついている部分を切り出して、ペ 

トリ皿にのせ、廊下でいつでも観察ができるよ 

うに机を置いて解剖顕微鏡を設置した。すると、 

いつも教室に入る前に顕微鏡をのぞいてから教 

室に入ってくるようになっていた。 

 

６月 14日 誕生したメダカと続々と生まれてくる卵を解剖 

顕微鏡で見ながら、これまでに学習した、メダカ 

のたまごの成長と照らし合わせて、観察している 

卵がだいたい生後何日目かを読み取る学習を行っ 

た。これまでも愛着をもって世話をしてきていた 

ので皆、熱心に観察していた。 

【観察】 最初に産卵した日 ６月３日：およその産卵数４０匹：およその稚魚の数４０匹 

【先生のコメント】  

 初めに水槽に入れて飼育を始めた時から、子どもたちは関心をもってえさやりや水替えな

どを積極的に行っていた。だんだん、人が水槽の近くによるとメダカが水面によって来るよ

うになり、そのことがうれしくてより世話を熱心にするようになっていった。小さな命を通

して学習することで子どもたちが得るものは大きいと感じた。 



メダカを活用した 妻鹿小学校の取組   【学校番号  ２８ 】 

姫路市立妻鹿小学校５年１組 

５月２４日 観察中にメダカが弱ってしまうことを

避けるため、教科書の写真を見ながら

メダカをスケッチし、雌雄の違いを見つ

けさせた。その後、自分が描いたスケッ

チと水槽の中のメダカを見比べながら

観察することで雌雄の違いを確認する

ことができた。児童が産卵のための産

卵床を手作りした。 

５月 31日 産まれた卵を採取し、解剖顕微鏡で観察した。卵は、理科の授業時間だけでなく休

み時間など使って自由に観察できるよう廊下に観察コーナーを設けたところ、多く

の児童が隙間の時間を見つけては観察する様子が見られた。実際に卵の成長を観

察できることは児童の興味関心を高めると感じた。卵の成長の様子は理科の時間

に教科書で確認しながら記録を残した。（上の写真右） 

６月 14日 孵化したメダカを見つけた児童がいたため、今後の飼育について考えさせた。孵化

した後そのまま親のいる水槽に一緒に入れていいかと投げかけたところ、児童の中

から、「親のメダカが餌と間違って食べてしまうかもしれない。」と心配する声が上

がり、水槽はしばらく分けて飼育することにした。 

児童の中には動物の習性をタブレットで調べ、「やっぱり一緒に入れたら親メダカ

が食べてしまうんやって！」とみんなに伝える様子も見られた。小さな命を大切にし

ようとする様子が感じ取られた。 

６月２５日 親メダカがほとんど死ん

でしまい児童は気落ちし

てしまった。しかしその

後たくさんの子メダカが

孵化したので、児童は毎

日、エサやり、水温や水

質の管理に努め大切に

育てている。 

理科の学習が終了して

も継続してクラスに飼育

していくことをにしたた

め、児童は小さな命を大切にしながら飼育を続けている。今後も命を大切にできる

児童の育成に努めたい。 

【先生のコメント】  

メダカの飼育を通して、生物を大切にしようとする道徳的価値観を高めることができた。今後も

継続して飼育し、他学年にも紹介するなどの活動を取り入れていきたい。 



メダカを活用した  高浜小学校の取組   【学校番号 ２９】 

5月 20日 二人の児童が卵を体に付けたメダカを発見す

る。水草に移すまでみんなで見守ることとし、

かわるがわるそっと観察した。卵を水草に付け

たのを確認してから、小さな入れ物に移し、解

剖顕微鏡で観察した。日ごとに変化する様子を

みんなで見守った。 

 

5月 31日 メダカの体長を毎日測る児童がいた。教科書に１

㎝を超えると水槽に入れてもよいと書いてあっ

たので、1 ㎝を超えたメダカを入れたところ姿が

見えなくなってしまったため、もう少し大きくな

ってから大きい水槽に入れるようにした。その後

は、大きな水槽ですくすく大きくなっている。 

6月 5日 この時期から続々と卵が産まれてきた。生まれた

卵を別の入れ物に移し、解剖顕微鏡で様子を観察

し、記録を残した。卵の変化の様子を日々見守っ

た。また、生まれた子メダカの様子も記録し、日

に日に大きくなる様子を観察した。 

6月 28日 学年の子ども達で成長の様子を見守っている。えさ当番を忘れないための工夫

を自分たちで考えて実行したり、変化をみんなに伝えたりとメダカの大切にし

ている。また、卵の成長の過程が分かってきたようで、「メスのおしりに卵が

付いていたから、水草をよく見とかなあかん。」や「黒い点々が大きくなって

きたからもうすぐ生まれるかな。」などという言葉も聞かれる。みんなで大切

に育てている。 

【観察】最初に産卵した日５月２０日：およその産卵数４０匹：およその稚魚の数２５匹 

【先生のコメント】  

メダカを家で育てている子が、初めて育てる子に育て方を伝える姿が見られた。普段積極

的に話す子でないが、みんなに「すごい。」「教えて。」と言われて、生き生きと話す姿が印

象的だった。また、実物を見て育てながらも、教科書を参考にしながら世話の仕方や成長の

過程をを確認することもあった。メダカをじっと見て、「癒されるな」という子や他学年の

子にメダカを紹介している子もいた。メダカを育てることを通して、普段の学習では見られ

ない子どもの個性や良さを見ることができた。 

教師自身もメダカの育て方を勉強することができ、よい機会になったと思う。 



メダカを利用した  飾磨小学校の取り組み 

６月３日  メダカのたんじょうの単元に入り、児童がそれぞ

れどのようにメダカが誕生するのかを考え、意見

を発表し、誕生、成長、卵などの観点から予想を

立てる。 

児童の中には、人が約１０か月で誕生することと

比較した考えを発表する姿も多くみられ、さまざ

まな考えを出し合うことができた。 

同日  メダカの飼育を始める。メダカの飼育に必要なも

のや飼育のポイントについて、教科書を使って学

んだ。 

6月１０日  メダカにもオスとメスがいることや見分け方を

考え、学習した後、ペトリ皿にメダカを入れて児

童自身がオスとメスを見分けた。 

名前を付ける児童や、飼育や観察に積極的な児童

が多く、命を大切にすることを意識できていると

感じた。 

6月２０日  メダカを飼育し始めて１週間ほどで児童が水草

についている卵を発見した。 

発見した卵を簡易顕微鏡で観察したところ、メダ

カの体や目の部分ができていた。 

児童は水槽の中に他の卵がないか探したり、観察

した卵が孵るのを楽しみに待ったりしていた。 

 

【学校番号　３０】



メダカを活用した  英賀保小学校の取組   【学校番号  １３２ 】 
6月 4日 授業でメダカの飼い方や雌雄判別の方法を学

習した。実際のメダカを前にすると「これがオ

スやで！」「これはどっち？？」など、楽しそ

うに会話しながら確認をしたりクイズを出す

姿が見られた。 

 

6月 20日 受精卵が多く見られるようになった。実際に見せる

と児童は「ほんまに卵なん？！と」卵の小ささに驚

いていた。しばらく経つと水槽の様子を確認した児

童からも「卵あったで！」と発見する様子が見られ

た。卵を顕微鏡でみると、小さな命を実感したよう

で喜んでいた。 

 

6月 24日  

卵から稚魚がかえると、再びその小ささに児童

たちは驚いていた。 

「この小ささでエサを食べれるのだろうか。」と

心配する児童がいたり、お腹にある栄養の袋を

みて「ほんまにある！！」と驚いている児童が

いたり様々な反応であった。学年の廊下に水槽を置いて管理しているが、そこ

を通る際に、稚魚の様子が気になる様子であった。 

7月 2日 教師がメダカへのエサやりや、水の入れ替えをして

いると、様子が気になって見に来たり、手伝ってく

れたり終始積極的であった。 

 

【観察】最初に産卵した日 6月 14日：およその産卵数 32匹：およその稚魚の数 15匹 

 

【先生のコメント】  

・本物が目の前にあることで、自発的に、児童が学んだことを確認しており、意欲的に取

り組めたと感じる。 

・水槽の中には、昨年度からの引継ぎで飼育しているメダカもおり、今度は自分たちが来

年度に引き継ごうとお世話を意欲的に頑張る児童達に心温まった。 

■



メダカを活用した  八幡小学校の取組   【学校番号 ３３】 

 

5月 24日 教科書を使い、メダカのオスとメスの違いを知識として獲得し

た児童に、実物のメダカを見せてオスとメスの判別を行った。

数匹のメダカを観察をする中で、判別のポイントを掴んだり、

個体差に気付いたりすることができた。 

6月 6日 朝、登校してきた児童が卵を発見する。 

理科の授業では、班ごとに解剖顕微鏡を使って生まれたばか

りの卵を一人一人観察した。児童は興味津々の様子だった。 

6月 17日 卵の成長を解剖顕微鏡で観察を続けた。日々成長していくメダカ

の卵の様子を楽しみながら観察していた。目が確認できるように

なったり、心臓の動きが確認できるようになったりすると、さら

に興味をもって観察を行っていた。 

7月 11日 卵からかえったメダカが、だんだんと大きくなってき

た。親のメダカと姿が似てきて、もうすぐでオスとメス

の判別ができそうだと、新たな意欲をもっている児童も

出てきた。 

【観察】 最初に産卵した日６月６日：およその産卵数 220匹：およその稚魚の数 80匹 

 

【先生のコメント】  

 ５年生の各教室に水槽を置き、児童が意欲的にメダカの世話をする姿を見ることができた。

理科の授業に今まであまり意欲を見せなかった児童も、休み時間にメダカの観察を行ったり、

友達とオス・メスの判別を行ったりして楽しんでいた。 

 授業でメダカの学習が終わった後も、各教室で飼育を続け今後の成長を見守っていきたい。

そして、２学期に行う「ヒトのたんじょう」の学習では、ヒトとメダカを対比しながら学習

を深めていきたいと考えている。 



メダカを活用した  広畑小学校の取組   【学校番号 ３４  】 

５月 20日 水槽にいれたメダカを観察。 

オスとメスが並んだ瞬間を撮影でき

たため、ひれの形などを見比べるこ

とができた。その後の休み時間にも

水槽の周りに児童が集まり、オスや

メスを探している様子が見られた。 

６月 17日 生まれたたまごを顕微鏡で観察し

た。早めに生まれたたまごはめだか

の姿になっており、心臓の動きや血

液の流れを見ることができた。授業

の感想を見ると「小さくても生きて

いることがわかった。」など感動して

いる児童が多くいた。 

 

６月 27日 

メダカのたまごの育ちをノートにまとめていった。 

日が経つにつれて、だんだん様子が変わっていく様子

に児童は感動していた。９日目以降のたまごを観察し

ているときに、たまごの中でぐるんと大きく動くこと

があり、「動いた！」と喜ぶ一方、「まだ書けてないの

に！」という児童もいた。 

６月 27日 孵化したメダカの稚魚を別水槽で観察した。休み時間

のたびに児童が集まり、ちいさなメダカを探してい

た。見つけた児童は「小さい！かわいい！」「泳いで

る！」と声をあげて感動していた。 

【観察】 最初に産卵した日６月１３日：およその産卵数 ２０匹：およその稚魚の数   

１０匹 

【先生のコメント】  

 実際のメダカを観察することで命の大切さを感じることができた。変化していく卵の様子

や成長していくメダカを見ることで、子供たちの感動を引き出すことができた。 



メダカを活用した  広畑第二小学校の取組   【学校番号 ３５】 

６月６日 メダカのおすとめすを、それぞれ何匹か入れた水槽を各班に用意した。各班に

１つの水槽を用意することで、児童同士が水槽に顔を近づけ、じっくりと見る

ことができた。おすとめすがいることを

伝えると、ひれの形に着目して観察し、

おすとめすの体の形の違いを発見して

いた。 

実際に動き回るメダカを観察したこと

で、「メダカのたんじょう」の学習の意欲

付けをすることができた。 

６月 13日 班ごとに卵の観察を行った。目で確認すると、「１ミリ程度の大きさで、丸く

白い色をしている。」ということを捉えることができた。その後、顕微鏡で観

察することで、目視では発見できなかったものもあり、「すごい！」「卵に毛み

たいなものがある。」「卵の中には、たくさんの泡があるようだ。」と理解を深

めた。その後、「見えた泡のようなものや毛は、何なのだろう。」と興味をもっ

て、調べる児童もいた。 

６月 18日 ２人で１つの卵の観察をすることができた。以前と違い、目視で「目のような

黒い点が見える。」と声を上げていた。また、顕微鏡で観察した際、卵の中に、

メダカの形や目を確認することができたため、子供たちはメダカの成長に喜び

と感動を覚えていた。 

６月 21日 卵はどのように変化しているのかという問いを持ちながら、観察を続けること

ができた。次第に変化する卵の様子を、その都度顕微鏡で観察し、卵の中のメ

ダカに血液が流れている様子や心臓がどくどくと動いている様子を見ること

ができた。「すごい！じっと見ていたら、血が動いているのが分かる。」「卵の

中で、メダカがグルッと動いた！」と興奮気味に教えてくれる児童が多くいた。 

６月 24日 誕生したメダカを見ると、親メダカとは形が違うことを捉え、えさを食べずに

育つ理由を考え理解することができた。人の赤ちゃんとは違い、えさを食べず

に、２、３日は過ごすという不思議さに感動していた。 

【観察】 最初に産卵した日 ６月１０日 

およその産卵数１５０匹 およその稚魚の数１００匹 

【先生のコメント】 

 実際に、メダカの観察をするという機会は、児童にとって貴重な体験となり、興味をもっ

て最後まで意欲的に学習することができた。家庭でメダカを育てている児童もいたが、多く

の児童は、メダカを観察するという活動は初めてだったため、親メダカが卵を産み、卵の中

で子メダカがどのような過程で育っていくのかを観察するたびに、驚きと感動を覚えていた。

メダカという「生きた教材」に勝るものはなく、「メダカのたんじょう」は、他の単元に比

べて児童自ら問いを持ち、学習を進めることができた。 

 



メダカを活用した  大津小学校の取組   【学校番号  ３６】 

5月 16日 一人の児童が卵を発見し、教師が採取。 

アルコール入りのウェットティッシュで卵を

拭いて滅菌し、チャック付きポリ袋に卵と少量

の水を入れ、採取した日付を記入。袋は水温を

合わせるために水槽に浮かべた。 

その後の授業で、児童に卵の採取方法を教え、

水槽の横にポリ袋とウェットティッシュと油

性ペンを用意しておくことで、自分達で手際よ

く採取できるようになった。 

5月 29日 教室を出てすぐの場所に水槽を設置していた

こともあり、休み時間に友達と水槽をのぞき込

んで、産卵床に卵がついていないかを確認した

り、ポリ袋の中の卵がどのような様子かを観察

したりしていた。水替えや餌やり、水槽の掃除

等の世話も「そろそろやろうか。」と友達と協

力して自発的に行う児童が多かった。 

5月 30日 5 月 16 日に採取した卵が孵化したことを児童

が発見。子メダカは、ペットボトルの一部を切

り取った手製の水槽に移し、親メダカと隔離し

て飼育した。 

生まれたばかりの子メダカのはらが膨らんで

いることを観察し、2～3日ははらの中の養分を

使って育つということを学習した。 

6月 3日 水槽の横に解剖顕微鏡と観察カードを設置。児

童がいつでも顕微鏡を使うことのできる環境

を整えることで、ピントを合わせるのも早くな

った。また、水槽からいろいろな卵を選んで観

察し、日が経つにつれ卵の中の様子が変わって

いくことに気付くことができた。観察カード

は、見本や観察のポイントを掲示しておくこと

で、休み時間や隙間時間に記入して提出する児

童が多かった。 

【観察】最初に産卵した日 5月 30日：およその産卵数 80匹：およその稚魚の数 50匹 

【先生のコメント】本校の児童は、五年生に進級した当初から理科の教科書を見て、「早くメダカの

勉強がしたい！」と本単元の学習を楽しみにしていました。水槽の周りにはいつも児童の輪ができ

ていて、メダカの卵や子メダカの成長の様子を他クラスの児童と話したり、友達と協力して世話を

したり、成長を一緒に喜んだり、他者と関わり合う力を養うことができたと思います。親メダカが

元気に逞しく育ってくれ、たくさんの卵を産んでくれたので、児童も卵から孵化するまでの成長を

見届けることができ、学習が深まりました。 



 メダカを活用した  南大津小学校の取組     【学校番号  ３６】 

５月 20日 メダカを子どもたちが目にするようになった 13 日から子

どもたちは興味津々で水槽をたびたびのぞき込んでいた。

5 月 20 日に一人の児童が卵を発見、報告してくれた。授

業のある日ではなかったため、後日メダカの観察をしよう

という話をした。 

５月 21日 メダカの飼い方と卵が産まれたらどうする

かを指導したのち、メダカを大きな水槽か

ら一人一人が観察しやすいように班ごとに

分けて観察をしてノートに記録させた。班

ごとに世話を続けさせることで、メダカへの愛情を感じてほしいと思い、今後、

班で世話をしていくようにメダカを班の水槽に分けた。 

６月６日 ペットボトルの一部を

切り取り、上からもメダ

カを観察できるように

工夫した。メダカの体の

ライン（腹）に違いがあ

ることや、せびれやしり

びれに違いがあることに気付く児童もおり、

オスとメスの特徴の違いを指導し、ノートに記録した。 

６月 10日 メダカの卵を観察するために、バット、カップ。シャー

レを用意しておきいつでも見つけたらカップに入れて

水を張ったバットに入れるようにしておいた。メダカの

卵を見つけた班の卵を解剖顕微鏡で観察し、卵の成長の

様子について教科書と照らし合わせながら学習した。子

どもたちは卵を見つけることが楽しいようで、メスのメダカのお尻の部分や水

草周辺を細かく観察し、休憩時間にも見つければ解剖顕微鏡で観察していた。 

６月 17日 班で卵をシャーレで観察した後、カップに入れて水を張

ったバットに置いていた。残念ながら卵から子メダカに

かえる所は見られなかったが、卵からたくさんの子メダ

カにかえっていった。子どもたちは子メダカになってい

ると大喜びをしていた。また、せっかく生まれた子メダ

カが親メダカに食べられないように別の水槽に入れるようにもしておいた。単

元の終わりには親メダカも大きな水槽に戻し学習を終えることができた。 

【観察】最初に産卵した日５月２０日：およその産卵数 ３０匹：およその稚魚の数２０匹 

【先生のコメント】  

子どもたちは、メダカが産卵し子メダカが元気に泳ぐ姿を実際に見ることで楽しく学習す

ることができ、生き物の生命の強さに感動していた。卵の観察時には卵の中で動いている様

子に驚いたり、子メダカが生まれた時には喜びを感じたりすることができた。班で責任もっ

て世話することで子メダカのえさを細かくすりつぶすなど大切に育てている様子があった。 

■■３７



メダカを活用した  大津茂小学校の取組   【学校番号 ３８ 】 

理科の学習より               ※形式が異なる点はご了承ください 

メダカのメスとオスの区別 

観察用水槽にメスとオスを入れて肉眼で観察すると、せびれとしりびれで見分けがつ 

くことに気づく。 

メダカの飼い方 

  いよいよ観察用のメダカを廊下に設置する際に、正しい飼い方について調べ学習を行っ  

  た。児童とともにどこに水槽を置くのがベストか、えさをやる間隔はどうするか、水換  

  えについて正しい知識を共有した。 

メダカの受精と顕微鏡での観察 

  教科書のQRコード（NHK for School）の動画を活用して、受精について学ぶ。観察

中のメダカが受精することを待ったが、残念ながら受精することはなかった。水温や水

質が原因なのか、この時期から弱っていくメダカが増えてしまった。 

受精卵の成長 

  引き続き、動画や調べ学習を中心に卵からの成長のようすを調べ、まとめていく。今年

は残念ながらいただいた 20匹から子メダカがたんじょうする姿が見られなかった。 

発展的な学習として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカの観察を通して、意欲をもったり関

心を広げたりと、主体的に学んだ子どもた

ちのノートには「メダカについてもっと知

りたい」という思いがあふれていた。生育

環境について興味をもつ子、くわしく体の

つくりを調べた子、個体数が減る現状を危

惧する子など、生きた教材のおかげで学び

を深めることができた。 



メダカを活用した  姫路市立網干小学校の取組   【学校番号３９】 

５月 13日 5年生の教室前廊下に水槽を設置し、虫メガネも近

くに置いたりオスメスの区別がわかる図を貼った

りして、だれでも気軽に観察できるようにした。ま

た、各クラスの理科当番にエサやりや水槽の掃除

を分担し、自分たちで責任をもって育てることで

小さな変化にも気づきやすくした。 

６月４日 児童が卵を発見し、授業時間に解剖顕微鏡と実物

投影機を使って教室の大型ディスプレイに生まれ

たばかりの卵を映して全員で観察した。 

また、個人でも解剖顕微鏡を使って卵の様子を観

察し、観察カードに記録した。卵の周りにモヤモ

ヤした毛みたいなものがあることや、卵の中に泡

のようなものがあることに気付き、注意深く観察

していた。 

６月 13日 虫かごに卵を移し、子メダカを観察できるように

した。休み時間も観察している児童の姿が見受け

られた。 

６月 24日 誕生したメダカを実物投影機で大型ディスプレイ

に映したり、直接観察したりして、観察カードに

記録した。大きさや色を親メダカと比較したり、

お腹のふくらみに気付いたりする児童もいた。ま

た、今後の成長を楽しみにしている様子だった。 

【観察】 最初に産卵した日６月４日：およその産卵数 100匹：およその稚魚の数 30匹 

【先生のコメント】  

  メダカのエサやりや、水槽の水替えなど児童が取り組んだことで、生き物に対する興味

や関心が高まったと感じる。また、メダカの死や子メダカの誕生を通して、生き物を飼育

することの責任の重さや、受け継がれていく命の大切さを考える機会にもなった。 



メダカを活用した  網干西小学校の取組   【学校番号 ４０ 】 

5月 20日 自然学校から帰ってきて、早速メダカを観察した。 

自然学校の疲れも見せず、美しいメダカの姿に心を奪わ

れている様子の子どもたち。ビニール袋に取り出し教室

の大型ディスプレイに映す。ノートに丁寧にメダカを写

実させた後、雌雄を教える。「背びれに切りこみがない

ので、このメダカはめすだね。」と学習を振り返る姿が

見られた。 

実物のメダカの体を見せることで、雌雄を見分けられよ

うになった。 

 

５月 22日 水そうは、日光が直接当たらないクラスの廊下に置い

た。子どもたちが頭を寄せ合って、上からも横からも熱

心に観察していた。 

当初、えさを自由に与えていたため、水が汚れた。そこ

で、子どもたちが自らえさやり当番表を作った。1組が

朝１回、2 組が昼１回の輪番制にした。「明日は僕の番

だ。」と、自分の順番を待ち遠しく待っていた。 

当番表のおかげで、水が汚れることもなくなった。 

６月 17日 水そうの水草に産みつけられたたまごがないかと、毎日

よく観察していた子どもが「これ！」と興奮しながら指

さした。 

たまごは、水草についたまま、別の容器に移した。 

たまごがこぼれたり、何かに食べられたりしないように

との子どもの要求に答え、容器の上にラップをした。小

さな生命の誕生を心から喜び、大切に育てようとする姿

が見られた。 

 

6 月 18 日

～21日 

たまごをペトリ皿に取り、かいぼうけんび鏡で観察し

た。理科の授業時間だけでは足りないと、昼休みも理科

室で観察を続けた。同じたまごを観察し続けることに

より、少しずつメダカの体の形ができていくことに気

が付いた。 

【観察】 最初に産卵した日 6月 17日：およその産卵数 20匹：およその稚魚の数 20匹 

 

【先生のコメント】たった 10 日ほどで、小さな細胞がすっかり魚の形になりました。外の

世界に旅立とうとする姿を子どもたちと一緒に観察することができました。新しい命の誕生

とその不思議を、小さなたまごの中に見ることができました。素晴らしい体験になりました。

ありがとうございました。 

  



メダカを活用した  勝原小学校の取組   【学校番号 ４１】 

６月４日 児童が登校してくると、メダカの様子がいつ

もと少し違うことに気づき、水草をかくにん

すると小さな粒がいくつかついていた。 

卵であることを伝えると、初めて見た卵の様

子と卵を産んだ親メダカの活動に感動して

いた。 

卵が小さく透明なので、もっとよく見たいと

いう声があり、観察を行うと中に小さな命が

確かにあることが実感できたようだった。 

６月７日 他のクラスでも次々と卵が見つかり、メダカ

に親しむ姿が見られた。生まれた日付を記録

したり名前を付けたりして、メダカの成長に

さらに興味をもつ児童が増えた。 

少しずつ大きくなっていく子どもメダカの様

子をじっくり観察していた。 

 

６月 26日 子どもメダカの数が増えてきたので、一人一

匹ずつ育てることにした。これまで以上にメ

ダカを大切にしようという気持ちが強くな

ったようで、自分から進んで餌をあげたり水

を変えたりする姿が見られた。 

 

７月 11日 育ってきた子どもメダカは、家で育てるか学校

でまとめて育てるかを選ぶことになった。観察

はメダカの体がまだ透明なうちに顕微鏡で行

い、小さいながらも大人と同じような体のつく

りをしていることに気づくことができた。観察

した後は、これからの成長を楽しみに見守りた

いと持って帰る児童も多く、メダカに愛着をも

って大事にしようとすることができるようにな

った。 

【観察】最初に産卵した日６月４日：およその産卵数 150匹：およその稚魚の数 130匹 

【先生のコメント】一人一匹メダカを育てることができたので、児童が進んで飼育したり観

察したりすることができた。普段生き物を育てたことがない児童も、自分で育てると愛着が

わくようで、こまめに世話をして大事にする姿がたくさん見られ、児童は学習を通してメダ

カの世話をできたことがとても嬉しかったようだった。主に理科の学習に合わせて観察する

ことができたので、学習の手助けとなった。 



メダカを活用した  旭陽小学校の取組   【 学校番号 ４２ 】 

６月６日 メダカが卵を産む。 

朝から水槽の周りに児童が集まり興味を示して

いた。早速、卵は別の容器に移動させ育てること

にした。児童は、これからメダカがどのくらい卵を

産むのか、どのように育っていくのか気になるよ

うだった。 

６月１２日 ワークシートを用いメダカの成長をまと

めた。 

教科書を見ながら、卵を観察しながら 

「こんな体なんだ」と驚く児童の様子が

見られた。 

 

 

６月１７日 児童からの希望もあり、水槽の清掃の役割分

担を行った。教科書の水槽の水の入れ替え方

法を参考に、取り組んだ。「臭いな」「手で掃除

したくないな」と言っていた児童も水槽が綺麗

になると「頑張ってよかった」「また掃除したい」

と言いメダカへの愛着が生まれていた。 

６月２０日 

 

 

 

 

メダカの卵を顕微鏡で観察した。卵の中でメダカがく

るっと動く様子を見ることができ「生きてる！動いて

る！」と感動していた。 

７月１日 卵から多くの稚魚が生まれた。 

児童は喜んでおり、メダカ以外にも飼育してみたいとい

う声もあった。 

【観察】 最初に産卵した日６月６日：およその産卵数 100匹：およその稚魚の数 85匹 

【先生のコメント】  

 今回メダカをいただき飼育する体験から、児童が実際にメダカの成長を観察できることが

とても良いと感じました。児童もメダカについて疑問があれば自分で調べたり、図書室で本

を借りたりと積極的にメダカを知ろうという姿が見られました。 

 メダカを通し、生き物への興味をもち生命の大切さを学ぶことができました。 

  

  



メダカを活用した  余部小学校の取組    【学校番号 ４３】 

姫路市立余部小学校５年 

５／１３ ・配布されたメダカを入れた水槽を見て、メダカの様子を観察した。 

・メダカがかわいいと喜んでいた。 

５／２３ ・気温があまり高くないのか、卵がなかなか発見できなかった。 

６／２０ ・水草にたまごがついているのを発見して、喜んでいた。 

・メダカのおなかに卵がついており、メダカが水草の中に入っていくとおな

かの卵の数が減っており、水草につけていたのかな、と考えを巡らせてい

た。 

 

６／２４ ・親メダカが卵を食べているところを発見した。卵を別の水槽に入れる必要

があると考え、卵を別の水槽に移した。 

７／３ ・メダカの卵を双眼実体顕微鏡で観察した。「目がある！心臓が動いてい

る！毛が生えている！血が流れている！」と感動しながら観察し、スケッ

チをした。 

 

７／３ ・卵から子メダカが生まれていた。とても喜んでいた。 

 

 

 

 

 

 



 ７／４ ・教室前の双眼実体顕微鏡を活用しながら、卵や子メダカを日常的に観察し

た。 

・毎日餌をやったり、水が汚れてくると水を替えたりすることを通して、メ

ダカにとても親しみを持ち、いつも様子を見ていた。 

 

 

 

 

 

 

【観察】 最初に産卵した日 6月 20日：  およその産卵数 100個：  およその稚魚の数 60匹 

 

【先生のコメント】 

とても興味深く、メダカの世話や飼育をすることができました。メダカが学校にやって来てか

ら、なかなか卵が発見できず、いつ卵を産むのかな、と思っていた最中、メダカのお腹や水草に

卵がついているのを見つけた時には、とても喜んでいました。  

また、親メダカが卵を食べているところを目撃し、卵は別にしておかないといけないというこ

とを自ら、体験を通して考えることができました。なぜ、親メダカは卵を食べてしまうのだろう

など、疑問を持ち、それについて調べたり、考えたりすることができました。 

メダカの卵を双眼実体顕微鏡で見たときには、非常に感動していました。心臓の動きや血液の

流れ、大きな金色の目、卵の毛、卵の中でメダカがくるっと回る姿などを見て、「すごい！こん

な風になっとんや！目がでかい！かわいい！」といった声を上げながら、活き活きと学習活動を

していました。自分でもメダカを飼いたいという子どもたちもでてきました。 

メダカを飼ったり、観察したりすることを通して、メダカの生物的な学習だけでなく、生命の

不思議さや尊さについても学ぶことができたと思います。 

メダカを分けて頂き、とても貴重な体験をすることができました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 



メダカを活用した 山田小学校の取組  【学校番号 ４５】 

５月１３日 メダカを教室の水槽で飼育することにした。輪番でメダカの餌やり当番を

決めた。餌を与えすぎると水質が悪くなるので、少しずつ与えるようにしよ

うと児童同士で声をかけあっていた。 

５月２０日 水槽の水質をきれいに保つためにタニシを入れたら良いと調べた児童が

家からタニシを持ってきたので水槽に入れた。 

５月２１日 理科の授業で、メダカのオスとメスの違いについて学習した。グループご

とにメダカを観察し、ワークシートにスケッチしていった。背びれやしりび

れなど、違いに気づきながら書いた。 

６月初め 例年、卵を産んでいるので、そろそろ産むか

なと子どもたちも気にしている。しかし、まだ

産んでいないので、水草を入れたり産卵床を

いれたりして様子を見ることにした。児童は

理科で学習したことを思い出して、オスしか

いないのかもしれないと予想をたてていた。 

７月１８日 結局、産卵はせずに一学期が終わることになった。デジタル教科書や映像

教材を使って、メダカの卵の学習を行った。夏休みに入る前に希望する児童

にメダカを譲って持って帰らせることにした。その後の様子に変化があれば

みんなに伝えてくれることになった。 

【観察】 最初に産卵した日  ： およその産卵数０匹 ： およその稚魚の数０匹 

【先生のコメント】  

理科のメダカの学習では、餌やり当番などメダカの世話をすることで知識だけでなく生き

物を大切にすることを学ぶことができた。今回は産卵しなかったので児童は残念がっていた

が、次は自分で育てて卵をふ化させてみたいと意気込んでおり学びにつながる意欲が高まっ

た。夏休みに入る前に、希望する児童がメダカを持って帰り、家で育てている。その後の観

察の様子などを学級で共有したい。 

学校のビオトープでは黒メダカがおり、ヒメダカとの違いや自然との関わりについて比較

しながら学習することができた。また、理科の学習では、人の赤ちゃんの学習を続けて行い、

生命の神秘さと、種が続いていくことの大切さを合わせて学ぶことができ、実際に生き物を

育てるという体験でしか伝えられないものがあることを実感した。このような飼育体験がで

きる場が増えていければと思う。 



メダカを活用した  谷内小学校の取組   【学校番号４７】 

５月２０日 一人の児童が卵を発見し，みんな興味津々で卵

を見ていた。 

色や，大きさに着目して観察する姿が見られた。 

また，教室に置いていた顕微鏡を持ち出し観察

する姿も見られた。 

 

 

 

６月４日 理科「メダカのたんじょう」の学習が始まり，以

前より熱心にメダカの様子を観察していた。休み

時間ごとに，メダカの水槽の所にいく児童もい

る。 

オスとメスの背びれやしりびれの違いをみつけ，

ノートにまとめた。 

６月１１日 稚魚が生まれてすぐということもあり，メダカが

卵の中でどのように大きくなっていくのかに疑問

をもち，教科書やインターネットなどを用いて調

べた。調べたことをノートにまとめ，気付いたこを

発表し合った。 

６月２０日 5月下旬にたくさんの卵が藻についているのを発見し，別の容器に移した。

しかし，何日経過しても卵がかえらないことに気付き，「稚魚が卵からか

えるまでの日数」「なぜ卵がかえらないのか」疑問にもち，クロームブック

を用いて調べる子がいた。調べた結果「メスが卵を産んでも受精しなけれ

ば，卵は孵化しない」ということを発見し，自学ノートにまとめていた。 

【観察】 最初に産卵した日５月２０日：およその産卵数５０匹：およその稚魚の数 １匹 

【先生のコメント】  

  4月からメダカと一緒に過ごし，とても愛着をもって世話をしている様子が印象的でし

た。メダカの成長をするどく観察し，疑問をもったことをすぐに調べようとする姿勢が素晴

らしかったです。 



メダカを活用した  御国野小学校の取組   【学校番号 ５０ 】 

５月２０日  

 

 

 

 

 

 

６月３日  

 

６月１９日  

 

６月２１日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観察】 最初に産卵した日６月２日：およその産卵数 ２０匹：およその稚魚の数 ８匹 

 

メダカが教室にやってきた。児童は興味関心を

持ちながら、休み時間になると進んで観察し

た。理科の授業で雌雄の判別の仕方を学んだこ

とを生かし、友達と話し合いながら観察する様

子が見られた。 

メダカ水槽に入れてある水草を取り出して卵の

確認をした。今年はなかなか卵を産まずに苦労

したが、何とか４個確認できた。子供たち一人

ひとりに卵を探させ、見つけられた時には、「あ

った！！」と大きな声で嬉しそうな様子が見ら

れた。 

卵を別にし、顕微鏡で観察した。１０日で生ま

れ、３～４日した後から、えさを与え始めた。

少しずつ大きくなっていき、大人の半分くら

いの大きさになってから、もとの水槽に移し

た。 

メダカの学習を振り返った。雌雄の判別の仕

方、受精から誕生までの過程等、実物を見な

がら学習を行ったことで、児童は、自分事と

して取り組めたように思う。児童から、「メダ

カの卵と同じようにカナヘビも同じように誕

生するの？」と発展的にとらえる発言が見ら

れたので、実際にカナヘビの誕生の仕方につ

いて調べ、実際に卵の中を見せた。（キャンド

リングによって）メダカの学習が色々に発展

し、児童にとってとても有意義な学習時間に

なったと感じた。 



メダカを活用した  別所小学校の取組   【学校番号 ５２ 】 

５月２２日 一人の児童が卵を付けているメダカを発見する。卵が

産めるように、産卵床を用意して卵を産み付けるのを

待った。付いた卵は透明ケースに入れ替えて、観察す

ることにした。 

５月下旬 ５月末頃より多くの卵を産うむようになった。ところが、白く濁ってしまっ

たり、カビが生えてしまったりし、中々孵化するまでには至らなかった。白

く濁ってしまった卵は取り除きながら、卵の変化の観察を続けた。 

６月上旬 理科「メダカのたんじょう」の学習が始まり、オスとメスでは、ひれの特徴

が違うことをノートに記録した。水槽にいるメダカもよく観察してオスと

メスがいることを確認する児童の姿が見られた。 

６月６日～ 

６月２１日 

誕生したメダカを実物投影機で拡大し、子メダカにな

るまで、どのように卵の様子が変化していくのだろう

かと課題を提示した。双眼実体顕微鏡を使って、卵の

様子を観察した。日がたつにつれて卵の中の様子が変

化し、目がはっきり見えたり、血液の流れが確認でき

たりと、じっくり観察し、ワークシートに記録する様

子が見られた。また、９日目の卵ではクルクルとよく

動く様子も見られ、「動いた！」と驚くと同時にとても

嬉しそうだった。 

また、観察中に孵化した子メダカもおり、発見した班

の周りにはすぐに集まり、交代で観察しており、関心

の高さが窺えた。 

６月１７日

以降 

たくさんの卵から子メダカが誕生し、すぐにえさをや

らなければ…という声も聞かれたが、孵化後２、３日

ははらにある養分で成長できると学習し安心してい

た。子メダカは親メダカと別の水槽にいれ、観察を続

けている。大きくなるのが楽しみな様子である。 

【観察】 最初に産卵した日 ５月２２日 

およその産卵数 ５０～７０匹：およその稚魚の数 ３０～４０匹 

【先生のコメント】 

 毎朝登校すると、すぐにメダカの様子を観察していた。卵を見つけると声を掛け合ってみ

ており、いつ子メダカになるかとても楽しみにしている様子だった。次々に子メダカが誕生

すると、大変喜び、名前をつけて大切に育てていた。卵を育てていた容器から、子メダカだ

けを水槽に移し替えるにはどうしたらよいか、子メダカに親メダカと同じえさをあげても大

丈夫なのか、など様々な課題にもぶつかりながらクラスで話し合ったり、教師に相談したり

一つ一つ解決し、子どもたちの力で育てることができた。実際に生きた教材に触れることで、

学習意欲も高まり、生命を大切にする姿が多く見られて大変よかった。 



メダカを活用した  大塩小学校の取組   【学校番号５４】 

5月 31日 ・水槽に入れたメダカを見せると、児童は興味津々で観察を始めた。 

・オス・メスの体の違いに気づき、自分なりに絵に描いたあと、オス・メスの

しりびれと背びれの違いを再確認した。 

・卵を産ませるには、どうしたらよいかを問うと「オスとメス同じ水槽で飼う」

と発表があったため、この日から同じ水槽で飼うようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 11日 ・卵が水草についていることを発見して、児童に卵を見せると、嬉しそうにし

ていた。しかし、思うように卵が育っていかない。 

・その後、オスがほとんどいなくなってしまい、産卵も難しくなる。 

6月 17日 ・オスを増やしてからは、産卵するようになった。 

・この日から朝に産卵した卵を日付ごとに分けて、保管していった。 

6月 23日 ・双眼実体顕微鏡を廊下に常時設置してお

き、毎日卵の観察ができるようにしておいた。 

毎日好きなタイミングで観察ができるので、

児童は卵の日々の変化によく気が付き、より

興味をもって観察をしていた。卵から子メダ

カが産まれた時は、動き回る子メダカも観察

しようとする児童もいた 

 

6月 24日 ・観察時に発見した気づき・疑問を基に授業を進めていき、腹が膨らんでいる

のは、そこに養分があって生まれてから少しの間、その養分を使って育つこと

を確認した。そこで、児童が「インゲンマメに似ている。」という発言もでき

ており、学びがつながっていることも確認できた。 

・振り返りを見ると、生命が受け継がれていることに対して感動している児童

も多くいた。メダカに愛着が湧いた児童も増えた。 

【観察】 最初に産卵した日 6月 13日：およその産卵数４０匹：およその稚魚の数２０匹 

【先生のコメント】  

６月上旬にオスがほとんどいなくなってしまい、産卵できない状況になってしまったが、

無事に産卵・孵化させることができた。振り返りを読むと、親から子の代に生命が受け継が

れていくことを理解した児童が多くいた。またメダカの飼育を通して、生き物を大切にしよ

うとする道徳的価値観が高まった児童もいた。 



メダカを活用した林田小学校の取り組み 【学校番号５５】 
５月１３日 

        授業でメダカの飼い方について学習。メダカを観察して、 

        オス メスの違いをノートにまとめた。 

ス 

５月１７日 

児童が卵を発見。かいぼう顕微鏡で卵の様子を観察。 

卵がかえっても親メダカと同じ水槽にいれてはいけないことを伝えた。 

５月２０日 

          何日かにわたって卵を採取。採取したばかりの卵、 

 ３日目の卵を比べて、卵の変化を学習した。 

５月２３日 

                     卵になって３日目、６日目、 

                     ９日目の卵を顕微鏡で観察。 

                     「目玉が見えている。」 

                     「動いている。」など興味深く 

                     観察していた。 

                     卵になって短時間の間に、どんどん

メダカらしくなっていく様子に生命の神秘を感じているようだった。 

５月２７日 

 

          小さいメダカがいっぱい生まれていた。児童は、メダカ  

          の稚魚が孵っているのがうれしかったようで、次々とメダカ 

を見つけていた。       

５月２９日 たくさんのメダカが誕生。エサをすりつぶして、細かくしてエサを与える。 

７月１日 

元気よく泳いでいた稚魚がたくさんいたが、ずいぶん数が減ってしまっている。稚

魚が育っていくことの厳しさを感じた。 

最初に産卵した日 ５月１７日  およその産卵数 ２０匹  およその稚魚の数 ２０匹 

【先生のコメント】 

児童は、毎日メダカを観察し、エサをあげたり、卵を別の容器に移したり、愛着を持って世話をしてい

る様子が見られた。 

メダカの卵がどんどん変化していく様子を不思議な思いで見ていた。卵からメダカが生まれる過程を観

察することを通してメダカについての理解が深まった。 

メダカに興味を持った児童が、春・夏・秋・冬のメダカの様子について調べたり、メダカの食性や天敵

について調べたり、学習を深めていた。メダカが絶滅危惧種になっていることを児童は初めて知ったよう

で、家で飼っているメダカを責任をもって最後まで育てることや、自然を守ることについて、メダカの学

習を通して学ぶことができた。 

 

 



メダカを活用した  家島小学校の取組   【学校番号１５７】 
５月 14日 児童はメダカの飼育環境を整えて飼育開始し、「メダカを増やすにはどうした

らよいのだろうか」という問題を持った。メダカが卵を産むためにはおすとめ

すがいるか確かめる必要があるため、おすとめすの体の特徴について調べ、一

匹ずつ観察しておす 6匹、めす 4匹であることを確認した。 

５月 14日 エサやりの時間を 8：00と 13：00と

主体的に決め、水替えなどについても

自分なりにルールを決めて飼育を開

始。登校日は毎日欠かさず世話を行っ

ていた。 

５月 24日 初めて産卵床に卵ら

しきものを発見し

た。詳しく見てみた

いというので、解剖

顕微鏡と双眼実体顕

微鏡の使い方を紹介し、観察・記録した。卵のまわりの毛が産卵床に絡まって

いることや、卵の中には泡のようなものがあることを発見した。そして、「卵

はどのように大人のめだかになるのだろうか」という問題を持ち、毎日卵の中

の様子を解剖顕微鏡で観察していた。 

５月 31日 授業中卵の中に黒い粒を２つ発見しこれが

目になるのではないかと予想し、次の観察

への意欲が高まった。毎日観察・記録するこ

とが困難なので、産卵床に産卵していれば

産卵日を記録したうえで産卵床を別の水槽

に移し、新しい産卵床と交換することにした。 

6月 6日 初めて産卵した卵から子メダカが孵化し

た。児童はとても喜び朝一番に職員室まで

報告に来た。早速子メダカ用のえさをやっ

たが、全く食べないことをとても心配して

いた。 

6月 14日 子メダカがえさを食べるようになり、安

心するとともに喜んでいた。産卵日ごと

の産卵床を一度に観察することで、産卵

一日目から孵化するまでの卵の様子を

解剖顕微鏡で観察することができた。卵

の中でメダカの体が徐々にできていく様子を観察することができ、生命の不思

議さに感動していた。 

【観察】最初に産卵した日 5月 24日：およその産卵数 150匹：およその稚魚の数 130 匹 

【先生のコメント】熱心にメダカの飼育を行い、その過程で疑問を発見することができた。

まだ孵化した子メダカは卵を産むまで成長していないが、今後も飼育を継続する中で次世代

に生命を繋いでいく逞しさを実感を伴って感じさせたい。 

■



メダカを活用した  古知小学校の取組   【学校番号６０】 

 

メダカの卵が届く前に、理科の学習単元がスタートしていたので、図書室の本や

クロームブックを使って調べ学習を実施した。 

・メダカの飼育準備 

・一度にどれくらい産卵するか 

・どのように産卵するか 

・寿命 

・オス、メスの見分け方 

・メダカの餌 

・卵の成長の様子 

          など 

上記のような内容について、児童は意欲的に調べを進めていた。家でメダカを飼

っている児童もいて、興味を持って取り組む児童が多かった。 

 

調べ学習をした内容について、クラス全体で共有した。教科書も使用しながらメ

ダカの飼育に向けて、準備が進められた。 

学校にメダカが届いた。水温を同じくらいにしてから水槽に放そうと、届いてす

ぐはビニール袋のまま水槽に入れていた。 

メダカが届いたのを見て、6年生がアドバイスをしてくれた。エサの量や掃除の

仕方、学校でメダカを飼う時の注意点などを 5年生に教えてくれた。また、水道水

をそのまま使うのではなく、カルキ抜きを使用することなども話してくれた。 

届いて１週間もしないうちに、お腹にたくさんの卵をつけて泳ぐメダカが見られ

た。朝、教室に入ると、すぐに水槽をチェックする児童もおり、関心の高さがうか

がえた。卵をつけたメダカがいることは児童が報告をしてくれた。産卵床を別の水

槽に分けた。稚魚となったメダカにも別の水槽を用意する必要があるかなども児童

たちで調べたり、話し合ったりして考えていた。 

多くの数の卵を確認できた。数個ずつペトリ皿に分けておいた。卵が成長してい

く様子を理科の授業中だけでなく、休み時間なども観察できるように、解剖顕微鏡 

を理科室から教室へ運んでおいた。観察の際には、目や体などが徐々に育っていく

様子を確認できて、喜んでいる児童が見られた。 

【観察】 最初に産卵した日６月１９日：およその産卵数２０匹：およその稚魚の数１０匹 

 

【先生のコメント】  

メダカの飼育に関心のある児童が多く前向きに

学習に取り組めた。育て方や産卵した卵の世話の

仕方などを自分たちで考えながら進めていく姿が

見られ、生命の大切さや受け継がれていく命につ

いても学ぶことができた。また、6年生ともメダカ

を通して、交流することができた。２学期以降も引

き続き大切に飼育していきたい。 

 



メダカを活用した  前之庄小学校の取組      【学校番号 161】 

７月１日 オスとメスの様子を観察 

大きな水槽から自分たちでオスとメスを選び出し，小さな水槽に入れてその

様子を観察する。 

インターネットで調べ学習をしていたため，見分け方もわかっているはずだ

が，なかなか難しい。あきらめて，また大水槽にもどして様子を見ることにし

た。数日たってもなかなか卵を見つけることができず，原因を図書やインター

ネットで調べる。しかし，何日たっても卵は見つからず，興味を失いかける。 

７月 10日 ついに卵を見つける。期待した交尾

の様子は確認できなかったが，いつ

の間にか水草についていた。シャー

レに移し，教科書や VTR をもとに産

卵後何日目なのか推測していく。 

７月 17日 解剖顕微鏡で卵の成長の様子を確認。先週に比

べると，卵の中

のメダカの様

子がはっきり

と確認できた。

「おー，テレビ

と一緒や」と歓

声を上げていた。 

【観察】 最初に産卵した日７月 10日：およその産卵数 １０匹：およその稚魚の数６匹 

 

【先生のコメント】  

ビデオや写真，教科書を見るだけでは分からない現実を感じることができたようである。た

とえうまくいかなくてもバーチャルより実際の体験の方が子どもの心に刻まれていくのだ

と感じた。 

■６１



メダカを活用した  莇野小学校の取組  【学校番号６２】 

5月 13日 農業振興センターからメダカをいただいてきた次の日に、児童が水草に卵が

ついていることを発見し、友だちと喜び合っていた。水草と一緒に別の容器に

移して、その後、解剖顕微鏡を使って全員で観察した。教科書の写真と見比べ

ながら、じっくりと観察することができた。 

5月 23日 卵からかえった稚魚を見つけた時、大変喜んでいた。とても小さな赤ちゃん

を見て、歓声を上げていたのが印象的だった。毎日、元気に泳ぐ稚魚の姿を観

察することで、今後の成長を楽しみにしている様子が見られた。 

また、今年もメダカが孵化する場面に、ちょうど対面することができた。解

剖顕微鏡で、孵化する場面を観察することができて子どもたちは大変驚き、感

動していた。 

 

5月 29日 メダカの体のライン（腹）に違いがあることや、せびれやしりびれに違いが

あることに気付く児童もおり、特徴の違いを、理科のワークシートやノート 

に記録した。 

７月 19日 残念ながら、７月半ばまでに多くの稚魚が死んでしまったが、そのたびに子 

どもたちは命の大切さを重く感じ、学ぶことができたように思う。 

夏休み前には、水槽を全員できれいにしてメダカたちとしばしの別れを惜し

む姿が印象的だった。 

 

【観察】 最初に産卵した日５月２３日：およその産卵数 １５匹：およその稚魚の数   

８匹 

【先生のコメント】  

７月の半ばまでにほとんどの稚魚が死んでしまったが、産卵・孵化する様子を観察したこ

とで、生命が受け継がれていくことを学び、命の不思議について深く考える児童が多くいた。

また、メダカの飼育を通して、生命の尊さを感じ取るよい経験となった。 

 



メダカを活用した  上菅小学校の取組   【学校番号 ６３】 

6月 6日 水替えや餌やりなどの世話を続けていると、ス

ポンジ（水草の代用）にたくさんの卵を発見し

た。児童は大喜びで水槽の周りに集まって観察

し、スポンジを別の容器に移動させた。 

6月 11日 初めて顕微鏡で卵を観察した。ピントを合わ

せるのに苦労したが、はっきり見えると興奮

していた。「目がはっきり見える。」「毛も見

える。凄い。」と言い合って喜んだ。 

6月 13日 ２回目の観察なので、顕微鏡のピントはすぐ

に合った。卵の中でメダカの体が分かるよう

になった。少しの間に変化していることに驚

いた。また、１匹だけ子メダカが産まれている

ことに気がついた。３ミリほどの小さな子メ

ダカが一生懸命尾びれを動かして泳いでいる

姿を見て、「可愛い。」と言って、興味津々で観

察した。 

6月 18日 自然学校で留守にしている間に子メダカがた

くさん誕生していた。これからも一生懸命世

話をして、メダカを大事に育てたいという意

欲をもったようである。 

【観察】 最初に産卵した日６月６日：およその産卵数 ７匹：およその稚魚の数  ５匹 

【先生のコメント】  

みんなでメダカの名前や日替わりで世話をする当番を決めるなど、学級全体でメダカに興

味をもって関わり始めた。水替えや餌やりの頻度をネットで調べて試行錯誤しながら世話を

続けた。卵を発見したり顕微鏡でメダカを観察したりしていく中でたくさんの発見や喜びを

実感することができた。 



メダカを活用した 菅生小学校の取組   【学校番号 ６４】 

5月 10日 メダカを引き取り水槽に入れる準備も整い観察開始 

5月 13日 メダカの背びれ・しりびれを学習し、メダカの動きが速いためなかなか判別つ

かなかったが、泳ぐスピードが速くても少しずつ分かるようになっていく。い

つ卵が産まれても良いように、双眼実体顕微鏡と解剖顕微鏡を数台ずつ教室に

置き観察できることを楽しみにしていた。しかし観察を始めた日からメダカが

毎日数匹ずつ死んでいく。 

5月 24日 頂いた全てのメダカが死んでしまい原因不明のまま終了となるが、後日他学年

児童及び当該学年の数人の児童が水槽に手を入れてメダカを追いかけまして

いたことが判明する。汚い手を入れて過度なストレスを与えていたのが原因と

考える。その児童には個別で指導する。 

  

【観察】 最初に産卵した日現認できず  産卵数   ０匹： 稚魚の数  ０匹 

【先生のコメント】 せっかく頂いた貴重なメガカをすべて死滅させてしまった。5年生児

童も産卵や孵化をとても楽しみにしていたが残念な結果となってしまった。一部の児童の行

動で皆の楽しみを奪ってしまったこと、それに気づかなかったことが悔やまれる。来年は教

室内に置き、勝手に触れないようにしたい。 

 



メダカを活用した  中寺小学校の取組   【学校番号６６】 

5月 23日 「先生！水草に泡のようなものがついている！」

と児童が発見し「卵じゃない？」と歓喜の声。す

ぐにビーカーに卵を移して写真に記録する。 

 後日、理科の授業の時にテレビに写真を写すと

「うっすらとした体のようなものが見える。」「中

に小さな泡と大きい泡がある！」など、興味津々

で観察をしていた。 

 「体がもう出来ているから３日目くらいになる

んじゃないかな」「はじめから観察したいな」との声が聞こえてきたことから、

卵を採取した日から観察できるように、今後準備していくことを伝えた。 

5 月 27 日

～6月3日 

新たな卵が水草についているかどうかを児童は

毎日注意深く観察した。５月２７日の朝、メダカ

の腹に卵があるのを見つけたので、水草につくの

を待って採取した。 

 解剖顕微鏡を使い卵の中がどうなっているのか

を見た児童は、「泡のようなものがたくさんあ

る！」「ちょっと黄色っぽいね」「周りに毛が生え

てるよ」と興味深々に観察した。 

 朝学の時間を使って２日置きに観察できるよう

にした。６日目にはメダカの体がはっきり見える

ようになり、体の中を血液が流れていることがわ

かった。心臓がドクドクと動いていることを発見した際は、生命の神秘に感動

し教室中に歓声が響いた。「もうすぐ生まれるんじゃないかな。」「生まれる瞬

間を見てみたい！」と児童は心待ちにしていたが、ちょうど自然学校に行って

いる１週間の間に生まれてしまったことで、残念ながら、生まれる瞬間を見る

ことはできなかった。だが、生まれたばかりの小さなメダカの赤ちゃんを見な

がら、「小さくても生きているんだね。」「しっかり泳いでいるね。」「この小さ

なメダカがあんなに大きくなるんだね」と小さいながらも必死に生きている命

を大切にしようと考える児童の姿が見られた。 

6月 28日 生まれてからしばらくの間、休み時間にメダカの赤ち

ゃんが元気に泳いでいる姿を見ながら、エサのやり方や、

水かえの仕方などを自分たちで話し合い、メダカのため

に最適な環境を作ろうと、自発的に動いている児童の姿

が多く見られた。 

 

【観察】 最初に産卵した日５月２３日：およその産卵数７０匹：およその稚魚の数５０匹 

【先生のコメント】  

メダカの卵を観察し、心臓が動き血液が流れている様子を実際に見ることで、直径１ミリ

の小さな卵の中に生命の神秘を感じることができた。現在も産卵を続けているので、継続し

て稚魚を育てていけるように児童とともに活動を続けていきたい。 



メダカを活用した 香呂南小学校の取組   【学校番号  ６７  】 

５月１６日 昨年度から育てているメダカの入った水槽が進級時より廊下にあったが特に注

目することがなかった。しかし、新たにいただいたメダカの住処を自分たちで作

ることで興味を持ち始め、毎日様子を見るようになった。 

５月３０日 水槽がすぐ濁るのはエサのやりすぎ

ではないかという意見が出たので、

エサをやあげる当番を決め、エサや

りの当番表がいるのではないかと児

童が自分たちで考えて作っていた。 

５月３１日 メダカの学習が始まり、ビーカーに２人で１

匹のメダカを観察した。観察して発見したこ

とをノートに書かせた。体の形、体について

いるもの、口や目の作りなどに興味を持って

見ていた。 

オスとメスの違いを教えると、自分が観察し

ているメダカがどちらなのかを見分けるこ

とができ、授業後にオスとメスを同じ水槽に

入れておいた。 

 

６月３日 卵の観察をすると、昨年度からのメダカが産んでいるものはすでに目の分かる

卵だった。生まれたばかりの卵との違いを見比べた。 

６月７日 卵を入れていた容器の中に稚魚を発見し

た。各班に容器を用意していたので自分た

ちの班の卵から産まれた時には「可愛

い！」と愛しむような様子が多々見られ

た。 

成魚の姿との違いを観察させた。 

【観察】 最初に産卵した日 ５月 ２４日：およその産卵数 ３０匹：およその稚魚の数 ７匹 

 

【先生のコメント】  

教室前でメダカを実際に飼育することで、児童が意欲的に観察し、主体的に学習に取り組むこ

とができました。メダカを今年もいただけたことで、児童は少人数で観察などができたので学

習に取り組みやすかったようです。今の稚魚を来年度の５年生の学習に引き継ごうと学習が終

わった後も飼育を意欲的に続けています。児童に活きた体験をさせていただきありがとうご

ざいました。 



メダカを活用した 白鷺小中学校（前期課程）の取組  【学校番号５０１】 

５月 10日 廊下に大きめの水槽を用意し，子供達が自由に見ることができ

るようにしていた。毎日登校時や休み時間，下校時に水槽をじ

っくりと眺める子供が多く見られた。 

６月 11日 子供が，「先生，卵ついてる！」と報告に来たので，周りにい

る子供達と観察をした。大喜びで卵の付いたメダカを追ってい

た。卵の付いているメダカの様子を写真に収め，後日授業で見

せた。それとともに，動画サイトを見せ，どのように産卵が行

われたかを学習した。 

６月 14日 卵を小さめのカップに取り出し，いつでも観察ができるよう

に，水槽の横に双眼実体顕微鏡を置いた。何も言わずとも，子

供達は顕微鏡を使い卵の成長の様子を観察していた。授業のと

きに，「顕微鏡をのぞいた人は？」と尋ねると，ほとんどの子供

が挙手をした。 

６月 20日 産卵日にずれがあるため，孵化直前のものと産卵したってのものとを見比べる

授業を行った。孵化直前の卵の，目や心臓，血液の流れを目の当たりにして，

子供達は驚きとともに，その成長を喜んでいた。 

７月８日 自然学校で１週間学校から離れ，およそ１０日

ぶりに学校に来たところ，大きな水槽内には多

くの稚魚が泳いでいた。いろいろな大きさの稚

魚を見て，成長していく様子を見取っていくこ

とができていた。夏休みに入るが，引き続き，

飼育を続けていきたいと思っている。 

【観察】 最初に産卵した日  ６月 10日 

およその産卵数 ３匹（産卵したであろうメダカの数） 

およその稚魚の数 １００匹以上 

 

【先生のコメント】  

 子供達が見やすいようにと大きめの水槽を用意したが，水質を安定させることができず，

いただいたメダカの半数を死なせてしまった。その様子を目の当たりにしただけに，卵を見

つけた時の子供の喜びは相当なものであった。 

 本校の子供たちの多くは，「○○してもいいですか？」と許可を求める機会が多い。その

中で，廊下に設置した双眼実体顕微鏡を自発的にのぞき込むという行動は，子供たちの主体

性が大きく育ったと捉えていいと考える。引き続き，翌年までも飼育していくことで，生命

のつながりをより実感してもらいたいと思う。 

写真や動画だけでは伝わらない情操をはぐくむ機会をいただき，ありがとうございました。 



メダカを活用した 四郷学院前期課程の取組  【学校番号５０２】 

５月１３日 

 

 

提供されたヒメダカ２つの水槽（各１０尾）と昨年度に子メダカから成長したヒメダカの水

槽、市内の農地近くの用水路で採取したクロメダカの水槽を準備した。 

５月２２日 メダカに飼うには、どのような準備をすればよいか 

を話し合う。 

児童は、「玉砂利、水草、エアーポンプ、オスとメス 

の両方のメダカを入れる。」など産卵させるための条 

件を発表し、その条件を満たした水槽を用意し、理科 

室前に設置した。 

水槽には、水草のオオカナダモ、ミズヒマワリと産卵 

床をいれた。 

６月３日 前回の学習で「水流をつくってやればいい。」という児童もいたことから、丸型の水槽に渦

をつくって数匹のメダカを入れ、メダカの動きを観察した。 

水流に逆らって泳ぐメダカの習性を観察することができた。 

観察用の水槽にメダカをいれ、ひれの数、形など、いろ 

いろな角度から観察した。しりびれ・せびれの形や大きさ 

がメダカによって違うことからオスとメスの見分け方に気 

づき、ノートやワークシートに記録した。 

児童が腹に卵をつけたメダカを発見。別の容器に入れ 

替えた 

 水草に産み付けられた卵を見つけると、その都度、教師に報告してきた。数日後には、産卵

床や水草に数多くの卵を確認できた。 

今回、水槽に入れたミズヒマワリの根にも多く産み付けられ、産卵を確認しやすかった。 

６月５日 グループごとに解剖顕微鏡・双眼実体顕微鏡 

でメダカの卵を観察した。児童は、「〇日目の 

卵だ」「目ができかけている」などと言いながら 

熱心に観察していた。ディスプレー付きの顕 

微鏡成でも成長段階の異なった数個の卵を映し、 

教科書の卵の成長段階が示された写真と見 

比べながら全員で観察した。中には、孵化する 

寸前の卵を観察できたグループもあり、「もう、子メダカが出かかっている。」などと言ったりし

ながら命が誕生する神秘さや命の尊さを感じとっていた。 

ワークシートには、自分が実際に観察できた卵とともに孵化するまでの６段階の卵の様子

をまとめた。 

観察した卵は、別に用意した水槽に移し、孵化を待った。 

 

 

 



６月１３日 数日の間に数多くの子メダカが生まれた。メダカの学習後も次々とたまごが産み付けられ

た。 

教室前にたまごが入ったシャーレ、解剖顕微鏡、ルーペなどを置き、いつでも卵や孵化した

子メダカを観察できるようにした。児童は、学習時間以外の時間にも子メダカの様子を話題

にし、成長を楽しみにしていた。 

学習が終わっても理科室前に移したメダカにえさをあげにくる児童や、夏休みに家に持ち

帰って世話を続けたいという熱心な児童（８名）もいた。 

７月下旬  

親メダカ 二十数匹 

約５ｍｍ～１，５ｃｍに成長した子メダカ 

八十数匹 

 

【観察】 

 

〇 最初に卵を産んだ日   ５月 ３０日 

 

〇 最初に稚魚が孵った日  ６月 １３日 

 

〇 産卵した卵の数  １００個以上 

 

〇 育った稚魚の尾数 約８０尾 

 

【教師のコメント】 

「メダカのたんじょう」の学習においては、親メダカ、卵、孵化した子メダカの実物を自分の目で観察すること

で、子どもたちの感情や心情を揺さぶる学習につながったと感じる。昨年度に生まれたメダカが育ち、親メダカ

になり、受精卵から子メダカが生まれ、親メダカへと「受け継がれる命」という点でも児童にとっては貴重な学習

になったと思う。 

また、自然のメダカがめっきり減ってきている近年、小さな命が育つ環境の大切さにも目を向けてほしいと願

っている。 

 

 

 



メダカを活用した豊富小中学校の取組    【学校番号５０３】 

５月 13日 メダカがやってきた。子どもたち

は早速 Chromebookでメダカの飼い

方や卵が産まれる環境などを調べ

始めた。 

 

５月 31日 雌雄の見分け方を調

べ、グループで観察し

ながら確認した。卵を

見つけたときには歓声

があがった。                                     

６月７日 理科室で顕微鏡を使っ              

てくわしく観察した。 

写真に撮ったり、ノー       

トに書き写したりとそ 

れぞれの方法で卵をス 

ケッチする姿が見られ      

た。 

６月中 教室前に双眼実体顕微鏡を設置し、いつでも観

察できるようにした。休み時間ごとに積極的に

観察していた。 

７月 事前にスケッチした受精卵の様子を再確認しな

がらもう一度たまごの育ちをノートにまとめ

た。みんながどんな思いをもってメダカと共に

過ごしたか、今後どのように生かしていくかな

ども振り返ることができた。又、子ども達自身が

えさやりや水の交換などにも積極的にかかわ

り、生命を尊重する態度を育むことができた。 

【観察】最初に産卵した日 5月 31日：およその産卵数 80個：およその稚魚の数 70匹 

【コメント】  

まずＩＣＴを使って飼い方やメダカの性質について調べ、実際にメダカを観察したり育て

たりすることでそれを確認した。5年生全員が通る場所にメダカの水槽を設置したので、子

ども達は少しずつ変化するメダカの様子をとても楽しみに観察していた。 


